
□ 全国へき地教育研究大会長野大会・10校の実践報告より⎟ｔｈ

事例 学校名 研究主題
ȍȏ A 野沢温泉村立野沢温泉小学校 ゆた⏣␂学␋を創造⏱␣子␁␚␀教師～␊␀・␚␆・⏫␀␃主体的␃働き⏣⏩␂⏤␡，学␋合う学園～
Ȏȏ B 野沢温泉村立野沢温泉中学校 ゆた⏣␂学␋を創造⏱␣子␁␚␀教師～␊␀・␚␆・⏫␀␃主体的␃働き⏣⏩␂⏤␡，学␋合う学園～
④ C 長野市立鬼無里小学校・中学校 ⏣⏣わ␢⏣␡自己␆学␋・生き方を決␙␣～鬼無里⏿学␎ 鬼無里␃学␎～
⑤ D 大町市立美麻小中学校 協働␆学␋␆質を高␙␣～９年間␆学␋␃␠␣自律⏯た学習者␆育成～
⑥ E 塩尻市辰野町中学校組合立両小野中学校 ␍␣さ␀⌽た␆␙␆里⌾を知␢，共␃愛⏯，⌽た␆␙␆里⌾␃貢献⏿き␣生徒␆育成
ȓ F 辰野町塩尻市小学校組合立両小野小学校 ␍␣さ␀⌽た␆␙␆里⌾␃生き，地域␀共␃伸␋ゆく子␁␚␆育成
Ȕȕ G 北相木村立北相木小学校 自然や人␀主体的␃⏣⏣わ␢，学␎喜␋を感⏰合え␣子␁␚␆育成
⑩ H 南牧村立南牧中学校 自分␆考えを␚ち，高␙合う生徒␆育成～豊⏣␂表現␆学␋を目指⏯⏾～
⑪ I 伊那市立新山小学校 人␀␆関わ␢を広⏪た␢深␙た␢⏱␣力を育␘指導・支援␆あ␢方
⑫ J 飯田市立上村小学校 豊⏣␂見方・考え方を␚ち，学␋合い高␙合う子␁␚を育成⏱␣指導・支援␇␁うあ⏻た␡␠い⏣

事例ᶅ～⑫



 

 

 

 

 

 

 

 

 Today’s Goal:࠾互い࡟見合ࡗたࡾ，動画を見直したࡾし࡚，㸯年生࡟楽しࡽࡶ࡛ࢇえࡼࡿう࡟，絵本

 。うࡼ方を工夫しࡳㄞࡢ

Today’s Point: ࣭大事࡞言葉をࡾࡁࡗࡣ ࣭相手ࡢ顔を見ࡽࡀ࡞㸦わࡗ࠿࡞ࡽ࠿たࡽ繰ࡾ返ࡍ㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６学年࡛ࡣ，異学年ࡢ㸯年生࡟自作ࡢ英語絵本をㄞࡳ聞࠿せࡿこ࡜を単元ࡢ目標࡜し，ࠕ㸯年生࡟伝わ

࡟うࡼࡿ  。ࡔࢇ組ࡾ取࡟した外国語活動࡟いう，目的や相手意識を大ษ࡜ࠖ࡟うࡼࡿࡵ楽しࡀ㸯年生ࠕࠖ

 

単元ࡢ流れ 

 

主࡞学習活動 

・異学年合同ࡢ学び 

・自律した個ࡢ学び 

・遠隔合同ࡢ学び 

 

授業時数 

࣭絵本や英語ࡢ表現࡜ 

出会う 

࣭表現࡟慣ࢀ親しࡴ 

㸯࣭年生を意識し࡚内容 

や伝え方を工夫ࡿࡍ 

࣭実際࡟発表をࡿࡍ 

前置詞ࡢ意味や言い方を知ࢤ，ࡾ

ーム࡝࡞を通࡚ࡌ慣ࢀ親しࡴ。 
࣭自立した個ࡢ学び 

㸯～㸰 

Where’s  Spot?࠾ࡢ話を聞い࡚，

内容や面白さを理解し，動物や場

所をアࣞンࢪした絵本を作ࡿ。 

㸦異学年を意識し࡚㸧 

㸱～６ 

ㄞࡳ聞࠿せࡢ練習や工夫をࡿࡍ。 㸦異学年を意識し࡚㸧 㸵～９ 

㸯年生࡟ㄞࡳ聞࠿せをࡿࡍ。 ࣭異学年合同ࡢ学び 10 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

        

６年 

√
 

√
 

√
 

写真㸯：自分たち࡛作ࡗた絵本ࡢ

ㄞࡳ聞࠿せ方ࡘ࡟い࡚，

グࣝープ࡛話し合う児童 

√
 

異学年合同ࡢ学び 自律した個ࡢ学び 

写真㸰：互いࡢグࣝープࡢㄞࡳ聞

方ࡳ合い，ㄞࡁせを聞࠿

 い࡚助言し合う児童ࡘ࡟

遠隔合同ࡢ学び 

Where’s Spot?ࡢお話を作って㸯年生に読み聞かせࡼう 

写真㸱：単元ࡢ終ᮎ࡛，工夫し࡚

ㄞ࡟方࡛㸯年生ࡳたㄞࡁ

 児童ࡿせをし࡚い࠿聞ࡳ

野沢温泉村立 

野沢温泉小学校 

実践スタイル 異学年とࡢ交流を目指し，相手意識をもって活動を工夫すࡿ取ࡾ組み 

本時ࡡࡢらい 

主に活用した教材・コンࢸンࢶ・ICT機器等とそࡡࡢらい 

教材等 

 らいࡡ

ձ英語ࡢ絵本 Where’s  Spot? 
ղタࣞࣈット端ᮎ㸦録画用㸧 

 

△△△△△

△

△
△
△

ձ繰ࡾ返しࡢ表現ࡽ࠿ストーࣜーࡀ理解しやࡍい。作成ࡿࡍ絵本ࡿࡍ࡜ࣝࢹࣔࡢ。 

ղ録画した自分たちࡢㄞࡳ方を，客観的࡟振ࡾ返ࡾ，改善点を見ࡿࡅࡘ。 

学習者ࡢユニࢺࢵとそࡢ意図 

 

 

写真㸯

  

 

写真㸱

全国へき地教育研究大会長野大会 事例ȍ 



野沢温泉学園ࠕࡢ英語学習 㸦ࠖこࡶ࡝園ࠕࡢ英語あそび ，ࠖ小学校ࠕࡢ外国語活動 ，ࠖ中学校ࠕࡢ外国語ࠖ

ࡀ合同࡛学ぶ機会ࡀたちࡶ࡝子ࡢ異校種や異学年，ࡾあࡀカࣜ࢟ュラムࡢ幼保小中一貫，ࡣ総称㸧࡛ࡢ

年間計画࡟位置付い࡚いࡿ。子ࡶ࡝たちࡣ，年間数回，異校種や異学年ࡢ子ࡢ࡜ࡶ࡝英語を使ࡗた活動

 。ࡿい࡛ࢇ組ࡾ取࡟

今回６ࡢ年生ࡢ授業࡛ࡣ，単元ࡢ終ᮎࠕ࡟㸯年生࡟自作ࡢ英語絵本をㄞࡳ聞࠿せࡿこࠖ࡜を Lesson 

Goal し࡚設定した。ALT࡜ ALT，࡜ࡿࡍし࡚提示࡜ࣝࢹせをࣔ࠿聞ࡳㄞࡢ 㸯年ࡀ自分たち࡟うࡼࡌ同࡜

生へㄞࡳ聞࠿せ࡚ࡳたい気持ちや，㸯年生࡟絵本を楽し࡛ࢇほしい気持ち６ࡀ年生ࡢ中࡛高まࡗた。 

本時࡛ࡣまࡎ Today’s Goal をࠕ㸯年生࡟楽しࡽࡶ࡛ࢇえࡼࡿう࡟，ㄞࡳ方を工夫しࡼうࠖ࡜設定し，

そࡢた࣏ࡢࡵイントを出し合ࡗた。ࠕ話ࡀ分ࡗ࠿࡞ࡽ࠿たࡘࡽま࡞ࡽいࡡࡼ し࡟英語࡞く簡単࡭ࡿ࡞ࠕࠖ

うࡼ うࢁ声࡛や࡞ࡁ大ࡽ࠿い࡞ࡅい࡜い࡞聞こえࠕࠖ ࡗう一回ゆࡶࡽたࡗࡔそう࡞ࡽ࠿反応を見࡚わࠕࠖ

くࡾ言うࠖࡢ࡝࡞児童ࡢ発言を࡟࡜ࡶ，Today’s Point ࡾࡁࡗࡣ言葉を࡞大事ࠕし࡚࡜ 顔を見ࡢ相手ࠕࠖ

 。たࢀ共有さࡀ࡚ࠖ

グࣝープ࡛意見交換㸦写真㸯㸧࡛ࡣ，実際࡟やࣄ，ࡽࡀ࡞ࡳ࡚ࡗントࡢ出し方や，絵を隠し࡚あࡿ紙

 。たࡗ࠿多ࡀい姿࡞い࡚ࡗ至ࡣ࡟工夫ࡢ方ࠖࡳㄞࠕࡔま，ࡾ࡞࡟主ࡀ練習ࡢい࡚ࡘ࡟࡝࡞方ࡾまくࡢ

互いࡢグࣝープを見࡚アࣂࢻイスをし合う場面㸦写真㸰㸧࡛ࡣ，見࡚いたグࣝープࠕࡽ࠿絵本ࡢほう

ࡼࡿ見࡚いࡾ࠿ࡤ Today’s Point，࡝࡞ࠖ？ࡢた࡚ࡗ何࡚言ࡣࢁこ࡜ࡢ足ࡢタコࠕࠖ 出さࡀた意見ࡗ沿࡟

た。eightࡗ࠿࡞ࡽ伝わࡀ数ࡢ脚ࠕ，ࡣたグࣝープࡗࡽࡶた。意見をࢀ う。本番࠾言ࡾࡁࡗࡣࡾくࡗゆࡣ

他࡜ࠖࡡい࡞ࡽ࠿わ࠿う࡝࠿たࡗ伝わ，࡜い࡞顔を見࡚いࡾࡥࡗやࠕࠖ。しࡔࢇうࡽࡶ聞い࡚࡟㸯年生ࡣ

 。たࢀࡽ見ࡀし࡚いく姿࡟工夫を具体的ࡢ方ࠖࡳㄞࠕ࡟࡜ࡶ意見をࡢࡽ࠿グࣝープࡢ

 授業ࡽࡡࡢいを明確ࡿࡍ࡟たࡵ，Today’s Goal ࡜ Today’s Point 子࡟本当ࡀࡽࢀそ，ࡶ࡚ࢀ設定さࡀ

。ࡿ必要࡛あࡀ࡜こࡿࡍをࡾ取ࡾや࡜他者࡚ࡗ英語を使࡟実際ࡾࡣや，ࡣ࡟ࡿ࡞࡜課題㸦問い㸧ࡢࡶ࡝

上記ࡢ姿ࡼࡢう࡟，多くࡢ児童ࡣ，他ࡢグࣝープࡢࡽ࠿アࣂࢻイスをཷ࡚ࡅ，初ࠕ࡚ࡵ相手ࠖ࡟意識ࡀ

向ࡁ，㸯年生࡟楽しࡽࡶ࡛ࢇう࡝，ࡣ࡟うㄞࡤࡵいい࡜，࠿追究ࡀ始まࡗた࡜考えࡿࢀࡽ。 

 

 

評価ࡢ観点 Today’s Point を観点࡜し࡚，Today’s Goal  。ࡿࡍ評価࠿たࢀ達成さࡀ

具体的変容 
Today’s Pointࠕ大事࡞言葉を࡟ࠖࡾࡁࡗࡣ沿ࡗたアࣂࢻイスをཷࠕ，ࡅ㸯年生࡟楽し

いう࡜ࠖ࡟うࡼࡿえࡽࡶ࡛ࢇ Today’s Goal threeࠕ数ࡢ足ࡢタコ，ࡵたࡢ達成ࡢ をࡣ

 。たࢀࡽ見ࡀ姿ࡿࡍ工夫をࡢ方ࠖࡳㄞࠕ，࡜うࠖࡶㄞࡾくࡗゆࡾࡁࡗ

 

 

 

公開授業ࡢ翌週，実際࡟㸯年生へࡢㄞࡳ聞࠿せを行ࡗた場面㸦写真㸱㸧࡛６，ࡣ年生ࡀ㸯年生をやさ

しく思いやࡽࡀ࡞ࡾ絵本ࡢㄞࡳ聞࠿せ࡚いࡿ姿ࡀ見ࢀࡽた。何度ࡶ練習を繰ࡾ返した６年生ࡣ，英文ࡣ

㸯࡜ࡾ࠿ࡗく，し࡞ࡣ࡜こ࡞うࡼࡿࡍ発表࡟早口࡛一方的，ࡀࡿい࡚ࡗ࡞࡟うࡼࡿスラスラ言え࡟࡛ࡍ

年生ࡢ笑顔を見࡚，反応を確認しࡽࡀ࡞ㄞࡳ聞࠿せ࡚いた。㸯年生ࡢ表情ࡀ曇ࡗたࡣࡁ࡜，ゆࡗくࡾ，

数や場所，動物ࡢ名前࡝࡞を繰ࡾ返した࢙ࢪ，ࡾスࢳャー࡛伝えࡼう࡜したࡾしࡽࡀ࡞，相手࡟応ࡌた

ㄞࡳ方ࡢ工夫をࡿࡍこࡁ࡛ࡀ࡜た。 

児童生徒ࡢ学び㸦異学年合同ࡢ学びにࡼせて㸧 

活用効果㸦アセスメンࢺ㸧 

実践ࡢ手応え㸦エビࢹンス㸧 



 

 

 

 

 

 

 

 

 観光，福祉，防災，生活，農業，自然ࡢࡘ６ࡢ観点ࡽ࠿，野沢温泉村をࡾࡼ良くࡿࡍたࡢࡵ手段を提

案ࡿࡍ場面࡛，村議会議員ࡢ方々࡟自分ࡢアイ࢕ࢹアを発表し検討ࡿࡍこ࡜を通し࡚，提案࡟根拠をࡶ

たせࡿたࡢࡵ今後ࡢ調査活動ࡘ࡟い࡚見通しをࡘࡶこࡿࡁ࡛ࡀ࡜。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 観光，福祉，防災，生活，農業，自然ࡢࡘ６ࡢ観点ࡘ࡟い࡚村ࡢ課題を伺いࡽࡀ࡞，㸱～㸲名ࡢグࣝ

ープ࡛，村ࡢ課題を共有しࡽࡀ࡞調査を行うࡼう࡟した。文化祭࡛ࡶプࣞゼンテーション࡛自分たちࡢ

考えを提案し，そࢀを村議会議員ࡢ方々ࡶ࡟聞い࡚いたࡔくこ࡟࡜した。 

 

単元ࡢ流れ 

 

主࡞学習活動 

・異学年合同ࡢ学び 

・自律した個ࡢ学び 

・遠隔合同ࡢ学び 

 

授業時数 

村ࡢ課題ࡘ࡟い࡚，自分

たちࡢアイ࢕ࢹアを提

案し࡚いこう 

議会࡛議論さ࡚ࢀいࡿ内容や行わ

直࡟事業を，村議会議員ࡿい࡚ࢀ

接，教え࡚いたࡔく。 

地域ࡢ方ࡢ࡜学び 㸲 

村ࡢ課題ࡘ࡟い࡚調࡭たいテーマ

を絞ࡾ込ࡳ，役場や村内࡛ࡢイン

タビューや調査活動を行う。 

地域ࡢ方ࡢ࡜学び 12 

調査活動をプࣞゼンテーション࡟

まࡵ࡜，文化祭࡛発表ࡿࡍ。 

自律した個ࡢ学び   㸲 

再び村議会議員ࡢ方々࡟来࡚いた

提案を発ࡿࡍ対࡟課題ࡢࡘ６ࡁࡔ

表ࡿࡍ。 

地域ࡢ方ࡢ࡜学び   㸰 

提案を裏付ࡿࡅ内容や根拠を確࠿

 。調査等を行う，ࡵたࡿࡍ࡟

自律した個ࡢ学び 10 

中学校 

        

３年 

√
 

√
 

√
 

異学年合同ࡢ学び 遠隔合同ࡢ学び 

ふࡿさと野沢温泉ᮧࡢ未来 

実践スタイル ᮧ議会議員ࡢ方々に来ていたࡔき，ᮧへࡢ提案をࡼࡾࡼいもࡢにしࡼう 

本時ࡡࡢらい 

主に活用した教材・コンࢸンࢶ・ICT機器等とそࡡࡢらい 

教材等 

 らいࡡ

プ࢙ࣟࢪクター，PC，こࢀま࡛まࡁ࡚ࡵ࡜た提案ࡢプࣞゼンテーション 

村議会議員㸲名 

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者ࡢユニࢺࢵとそࡢ意図 

野沢温泉村立 

野沢温泉中学校 

観光，福祉，防災，生活，農業，自然ࡘ࡟い࡚，村ࡢ課題を伺ࡁ࡚ࡗた村議会議員

 。ࡿࡍ࡟うࡼࡿࡁく提案࡛ࡍやࡾ࠿アを分࢕ࢹアイࡢ自分たち，ࡁࡔ来࡚いた࡟方々ࡢ

 

△△△△△

△

△
△
△

√
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本時ࡢ㸯時間࡛ࠕ，ࡣ観光 福祉ࠕࠖ  。たࡗ提案を行࡟方ࡢ議員࡛ࢇ込ࡾ絞࡟㸱グࣝープࡢ生活ࠖࠕࠖ

まࠕࡎ観光ࠖグࣝープࡣ，村ࡢ税収࡛あࠕࡿ自主財源ࠖࡀ㸱割程度࡜పいこ࡟࡜着目し，村ࡢ現在ࡢ

財産を活用したࠕ財産収入→夏ࡢス࢟ー場ࡢ収入を増やࠖࡍアイ࢕ࢹアを㸰ࡘ提案した。㸯ࡘ目ࡀ頂上

付近ࠕࡢ上ノᖹࠖ࡟飲食や滞在ࡀ可能ࠕ࡞テラスࠖを作ࡿこ࡜，㸰ࡘ目ࡀそࢀをさ࡟ࡽ活用したࠕ星空

 。ࡿあ࡛࡜こࡿࡍアーࠖを実施ࢶ

議員ࡢ方ࡣࡽ࠿税収入や支出ࡢ現状，思いษ࡚ࡗ新しいゴンࢻラを設置ࡿࡍこ࡟࡜したこ࡜を࠾話し

いたࡁࡔ，教師ࡣグࣝープを問わࡎ質問࡞ࡀい࠿生徒࡟聞いた。ࠕ࡜ࡿࡍテラスを作ࡿス࣌ースࡣあࡿ

ࡣ村長，࡟ࢁこ࡜ࡿあࡀテࣞビ塔ࡣラ到着駅付近，今ࢻゴンࠕࡣࡽ࠿出࡚，議員ࡀ質問࡜ࠖ？࠿ 360ま

見渡せࡿテラスを作ࡾたい࡜考え࡚いࡼࡿうࡔ 。ࠖさ࡟ࡽ生徒ࠕࡽ࠿夏ࡢ期間ࡢ利用࡜ࡿ࡞࡜，宣伝ࡶ必

要࡜ࡔ思うࡀ何࠿考え࡚い࡜ࠖ？࠿ࡿ質問ࡀ出࡚，議員ࠕࡣࡽ࠿竹ࡢ子ま࡝࡞ࡾࡘ，新しいイベントࡶ

増え࡚いࡿ。他ࡶ࡟いࢁい࡞ࢁアイ࢕ࢹアࡀあࡗたࡽ，提案し࡚ほしいࠖ࠾࡜話いたࡔいた。 

他ࠕࡶ࡟福祉ࠖグࣝープࡣ，資金調達ࡢたࠕࡢࡵクラ࢘ࢻ･フ࢘࢓ン࢕ࢹングࠖを行うこࠕ，࡜生活ࠖ

グࣝープࡣ，村ࡢ若者住宅へࡢ入居希望ࡀ㸱倍以上ࡢ希望ࡀあࡾ，希望し࡚ࡶ住ࡴこ࡞ࡁ࡛ࡀ࡜い人ࡀ

いࡿこࡘ࡟࡜い࡚，ࠕ空ࡁ家ࣜࡢフォーム࡟補助を出ࠖࡍこ࡝࡞࡜を提案した。 

議員ࡢ方々ࡣࡽ࠿，議員ࡢ高齢化問題ࡶ࡟触ࢀ，若い中学生ࡀこうした課題࡟࡝࡞関心をࡶち，新鮮

 。いたࡔ話いた࠾࡜，ほしい࡚ࡅ続ࡶࡽ࠿ࢀこ，࡛ࡢたいࡀࡾあࡣ࡜うこࡽࡶアを提案し࡚࢕ࢹアイ࡞

 

 

 

 

 議員࡜何度࠿意見交換したࡾ，提案ࡁ࡛ࡀたࡾしたこࡣ࡜，議員ࡶ࡚ࡗ࡜࡟新た࡞視点ࡽ࠿課題ࡢ克

服を考えࡿこࡾ࡞ࡶ࡟࡜，中学生ࡶ村࡟対し࡚自分ࡁ࡛࡟そう࡞こ࡜を主体的࡟考えࡿ意欲を高ࡿࡵこ

 。ࡿࢀࡽ考え࡜たࡗࡀ࡞ࡘ࡟࡜こࡿࡁ࡛ࡀ࡜

評価ࡢ観点 
自分たちࡀ考えた村ࡢ課題へࡢ提案ࡘ࡟い࡚，現状を踏まえ࡚議員࡜意見交換をࡿࡍ

中࡛，ࡾࡼ具体的࡞アイ࢕ࢹア࡜し࡚練ࡾ上ࡿࡆこࡁ࡛ࡀ࡜た࠿。 

具体的変容 
現状を熟知し࡚いࡿ議員ࡢ࡜意見交換ࡢ中࡛，実現ࡿࡍたࡢࡵ場所，資金，財産࡝࡞

 。たࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡵ意欲を高࡜見通しࡢ調査活動へࡢ現状を確認し，今後ࡢ

   

写真㸯：税収を増やࡍた࡟ࡵ，山頂

テラスࠕ࡟ をࠖ作ࡿこࠕ，࡜星

空ࢶアーࠖࡢ実施を提案。 

児童生徒ࡢ学び㸦地域ࡢ型とࡢ学びにࡼせて㸧 

活用効果㸦アセスメンࢺ㸧 

実践ࡢ手応え㸦エビࢹンス㸧 

写真㸰：提案࡟対し࡚税ࡢ収支ࡢ説

明࡜，提案࡟対し࡚参考࡟

したい，࡜返答した議員。 

写真㸱：質疑応答や意見交換ࡀ続い

た後，今後ࡢ調査活動ࡢ見

通しを語ࡿ生徒。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 交流活動を通し࡚，児童，生徒ࡀ野沢温泉学園ࡢ一員࡛あࡿこ࡜を改࡚ࡵ認識し，一ࡢࡘ活動や一ࡘ

 。ࡿࡵ絆を深，ࡵを高ࡾࡀ࡞ࡘࡢࡶ࡝子ࡢ学園内，࡛࡜い࡚話し合うこࡘ࡟テーマࡢ

 

 

 

 

 

 

 

 

 小㸯࣭㸰年ࣜࠕ，ࡣト࣑ック 㸦ࠖ活動的࡞音楽教育㸧を行うこ࡛࡜，好ࡁ嫌いや性別，固定的࡞人間関

係ࡣ࡜異ࡿ࡞グࣝープを作成し，主体的࡟関わࡿ姿勢を培う。 

 小㸱ࡣ小６ࡗ࡞࡟た時࡟小㸯࡜し࡚入学し࡚くࠕࡿ年少 ャップࠖࢠ小㸯ࠕ，࡛࡜交流活動を行うこࡢࠖ࡜

 。し࡚成長し࡚いく意欲を培う࡜ーࢲーࣜ，ࡽࡀ࡞いࡽࡡ克服をࡢ

 小㸲～６年ࡣ児童会を中心࡟，中㸯～中㸱年ࡣ生徒会を中心࡟活動を行い，異学年ࡢ࡜関わࡢࡾ中࡛

自分ࡢあࡾ方を考え，関わࡾ，行動しࡼうࡿࡍ࡜姿勢を育ࡴ。 

 

単元ࡢ流れ 

 

主࡞学習活動 

・異学年合同ࡢ学び 

・自律した個ࡢ学び 

・遠隔合同ࡢ学び 

 

授業時数 

ࣜト࣑ックを楽しࡶう 

小㸯，小㸰 

音楽や歌࡛ࢲンスや表現活動を行

い，ࡾࡼ多くࡢ生徒࡜関わࡿ。 

異学年合同ࡢ学び 㸯 

 ࡾ夏祭ࣝࢼࢪࣜ࢜

小㸱，年少 

小㸱ࡀ用意したࠕ射的ࢤーム 魚ࠕࠖ

釣࡛࡝࡞ࠖࡾ楽しく交流ࡿࡍ。 

異学年合同ࡢ学び 㸯 

小中合同集会 学園୕ࠕ࡛

本柱ࠖを考えࡼう 

第㸯回小中合同集会࡛，昨年ࠕࡢ学

園スࣟーガンࠖを具現化ࡿࡍたࡵ

 。提案ࡢ学園୕本柱ࠖ作成ࠕࡢ

異学年合同ࡢ学び 㸯 

第㸰回小中合同集会࡛，交流活動

をしࠕ，ࡽࡀ࡞学園࡜し࡚大ษ࡟し

たいこࠖ࡜を考えࡿ。 

異学年合同ࡢ学び 㸯 

第㸱回小中合同集会࡛，交流し࡞

 。ࡍ出ࡵ学園୕本柱ࠖを決ࠕࡽࡀ

異学年合同ࡢ学び 㸯 

小中学校 

        
小㸯と小２，年少と小３ 

小４～小６と中㸯～中３ 

√
 

√
 

√
 

√
 

自律した個ࡢ学び 遠隔合同ࡢ学び 

異学年合同授業，交流活動 

Ｒ㸯第２回小中合同集会 

実践スタイル 異学年とࡢ交流活動㸦ワ࣮クシࣙࢵプ，話し合い࡝࡞㸧 

本時ࡡࡢらい 

主に活用した教材・コンࢸンࢶ・ICT機器等とそࡡࡢらい 

教材等 

 らいࡡ

 小㸱，年少合同ࠖࡾ夏祭ࣝࢼࢪࣜ࢜ࠕ  ト࣑ックࠖ小㸯࣭㸰合同ࣜࠕ

㸧ࠖࡾ小中合同集会㸦࣌ーパータワー，学園㸱本柱࡙くࠕ 小㸲～６，中㸯～㸱 

 

△△△△△

△

△
△
△

発達段階࡟沿ࡗた共通ࡢ活動を仕組ࡴこ࡛࡜，楽しࡽࡀ࡞ࡳ自然࡟交流を行い，

互いࡢ顔を知ࡗたࡾ，価値観を共有したࡿࡍࡾこࡿࡁ࡛ࡀ࡜。 

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者ࡢユニࢺࢵとそࡢ意図 

野沢温泉村立 

野沢温泉小中学校 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例ȏ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小㸲～６年，中㸯～㸱年ࠕࡢ小中合同集会࡛ࠖࡣ，最初࡟小学校ࡢ児童会ࡀ中心࣌ࠕ，࡚ࡗ࡞࡜ーパー

タワーࠖࡢ活動ࡀ行わࢀた。異学年ࡿࡼ࡟縦割ࡾグࣝープを作ࡁ࠾࡚ࡗ，児童会役員ࠕࡽ࠿紙を折࡚ࡗ

勝ちࠖࡀた班ࡁ࡛ࡀ࡜こࡿ一番高いタワーを作，࡟時間内ࠕいࠖ࡞ࡅいࡣし࡚ࡣや接着࡜こࡿษ，ࡀいいࡶ

提࡜ࠖ…ࡽࡔࢇ積࡚ࡗこう折ࠕ，多くࡀ࡜こࡿࡍࢻーࣜࡀ中学生ࡣた。最初ࡗ入࡟説明をし，活動ࡢ࡝࡞

案ࡿࡍこࡀ࡜多ࡗ࠿たࡀ，小学生࡜ࢇࡔࢇࡔࡶ慣࡚ࢀく࡜ࡿ自分ࡢアイ࢕ࢹアを提案ࡿࡍ姿ࡀ見ࡿࢀࡽ

 。たࡗい࡚ࡗ࡞࡟うࡼ

 次࡟中学校ࡢ生徒会ࡀ中心࡚ࡗ࡞࡜同ࡌグࣝープࠕ，࡚ࡗࡼ࡟学園୕本柱ࠖࡢ作成࡟向ࠕ࡚ࡅ学園࡜し

࡚私たちࡀ大ษ࡟したいこࠖ࡜を話し合ࡗた。事前࡟アンࢣートを配ࡁ࠾࡚ࡗ，最初ࡣ自分ࡢ考えを付

箋࡟書い࡚模造紙࡟貼࣌ࠕ，ࡽࡀ࡞ࡾーパータワーࠖを行ࡗた班ࡢ中࡛発表し合ࡗた。そࡢ後ࠕ学園୕本

柱ࠖを，こࡶ࡝園ࡢ園児ࡶ࡟分ࡿ࠿言葉࡛考えࡼう，࡜生徒会役員ࡽ࠿提案ࡀあࡾ，班࡟࡜ࡈ話し合ࡗ

た。中学生ࠕࡀ知性ࠖ࡜提案࡜ࡿࡍ，小学㸲年生ࠕࡣࡽ࠿知性࡞࡚ࡗー࡜ࠖ？࡟素直࡞反応ࡀあࠕ，ࡾ勉

強ࡢこ࡜ࠖࡼࡔ࡜中学生ࡀ分ࡾ࠿やࡍく教えࡼうࡿࡍ࡜姿ࡀ見ࢀࡽた。 

 交流活動を通し࡚，ࣜーࢻをࣜࡿࡍーࢲーࡢ姿ࡽ࠿後輩ࡀ学ぶこࡶ࡜あࡗたࡀ，後輩ࣜࡀーࢲーࡢ気

付࡞࠿い視点ࡢࡽ࠿指摘をࡿࡍこࡶ࡜あࡾ，先輩ࡀ相手意識をࡘࡶこࡢ࡜大ษさࡶ学ࡾࡔࢇ，結果࡜し

࡚自分ࡢ物事࡟対ࡿࡍ見方や考え方を見ࡵࡘ直したࡿࡍࡾ姿ࡶ見ࡿこࡁ࡛ࡀ࡜た。 

 

 

 

 

 

 㸰時間目ࡣ普段ࡢ活動ࡢ延長࡜し࡚，㸱ࣘࡢࡘニット࡛活動を行ࡗた。こࡶ࡝園ࡽ࠿小学校ప学年ま

中学校ࡽ࠿小学校高学年，ࡀࡿ大ษ࡛あࡀ࡜こࡿࡍࡾを増やしたࡾ関わࡾ活動したࡽࡀ࡞ࡳ楽し，ࡣ࡛

さ，ࡁ࡛ࡀ࡜こࡿ活動を充実させ，࡛࡜こࡿࡍ࡟適ษࡀ課題設定を教師ࡿࡁ広い発達段階࡛共有࡛，ࡣ

 。ࡿࢀࡽ考え࡜ࡿࡀ࡞ࡘ࡟学びࡢ個々࡟ࡽ

評価ࡢ観点 
交流集会や合同集会を通し࡚，普段ࡢ学年ࡢ枠や関係性࡝࡞を超え࡚，ࡾࡼ多くࡢ友

 。࠿たࡁ࡛ࡀ࡜こࡘࡶ視点を࡞発想や新た࡞新た，ࡽࡀ࡞ࡳ組ࡾ取࡟活動࡟主体的࡜

具体的変容 
他者ࡢ視点࡛考えࡿこ࡜や他者ࡢ࡜関わࡾを行う中࡛，単࡟上級生ࡀୗ級生をࣜーࢻ

 。たࢀࡽ見ࡶ姿ࡍ直ࡵࡘ見࡚ࡵ見方や考え方を改ࡢく，自分࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡿࡍ

   

児童生徒ࡢ学び㸦異学年合同ࡢ学びにࡼせて㸧 

活用効果㸦アセスメンࢺ㸧 

実践ࡢ手応え㸦エビࢹンス㸧 

写真㸯：小㸯，㸰年ࣜࠕト࣑ックࠖ

を楽しࡽࡀ࡞ࡳ，多くࡢ児童

 。姿ࡿ関わ࡜

写真㸰：小㸱ࣜࡀーࢲー࡚ࡗ࡞࡜，

年少࡜楽しࢤ，ࡽࡀ࡞ࡳーム

をし࡚交流ࡿࡍ姿。 

写真㸱：小㸲～小６ࡢ小中合同集会

࡛，児童会主催࡛࣌ーパータ

ワーをし࡚交流ࡿࡍ姿。 



 

 

 

 

 

 

 

 

貢献ࡢ活性化へࠕ，いく場面࡛࡚ࡆ上ࡾイベント企画ࠖを提案し，内容を練ࡢ駅࡛ࡢ旅ࠕ  ࡢ観光客ࠕࠖ

立場 学びࡢ自分たちࠕࠖ ふࠕ，を通し࡚，目的や意義を再確認し࡜話し合うこ࡜大人ࡢ地域，ࡽ࠿観点ࡢࠖ

 。ࡿࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡵ意欲を高ࡢイベントや活性化へࡽࡀ࡞思いを寄せࡶ࡟将来ࠖࡢ鬼無里࡜さࡿ

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学生ࡀ考えた企画を提案し，地域ࡢ大人ࡽ࠿意見や助言をいたࡽࡀ࡞ࡁࡔ，企画内容を練ࡾ上࡚ࡆ

いく。途中࡛，ࠕ大人ࠗࡶ旅ࡢ駅࠘を将来的࡟鬼無里ࡢ中心࡟したい࡜考え࡚いࡿ ࠕࠖࠗ 旅ࡢ駅࠘をࠗ道ࡢ

駅 ࡿい࡚ࡗ思࡜充実させたいࡾࡼ，し࡚࠘࡟ ，ࡀを聞いた生徒たちࢀそ，ࢀ露さྤࡀ思いࡢいう大人ࠖ࡜

目先ࡢイベント࡞ࡣ࡛ࡅࡔく，ࠕふࡿさ࡜鬼無里ࡢ将来像 中ࠕ，う。またࡽࡡいく姿を࡚ࡅま࡛目を向ࠖ࡟

学生ࡶ大人ࠗࡶ旅ࡢ駅࠘࡟注目し，期待を寄せ࡚い࡜ࠖࡿいうࠕ共通ࡿࡍ思いࠖやࠕ地域ࡢ大人ࡘࡢ࡜

 。ࡍ目指ࡶいく姿࡚ࡵ高࡟ࡽ意欲をさࡢイベントや活性化へ，ࡁ気付࡟ࠖࡾࡀ࡞

単元ࡢ流れ 主࡞学習活動 ・異学年合同ࡢ学び 授業時数 

未ࡢ鬼無里࡜さࡿふࠕ

来を想う 第二章ࠖ 

࣭企画内容ࡢ検討 

࣭企画書ࡢ作成 

࣭大人へࡢ提案 

࣭企画内容ࡢ練ࡾ上ࡆ 

࣭イベントࡢ準備 

࣭イベント本番 

総務࣭スタンプラࣜー࣭ふࡿまい

＆体験コーࢼーࡢ㸱ࡢࡘ係࡟分࠿

 。し࡚いくࡔࡵ企画内容を決，ࢀ

࣭異学年࡛࠿࠿ࡢわࡾを

通した学び 

㸱時間 

企画書を作成し，全体࡛検討した

後ࠕ，࡟旅ࡢ駅ࠖ࡟関わࡿ地域ࡢ大

人࡟提案ࡿࡍ。大人ࡽ࠿意見や助

言をいたࡁࡔ，練ࡾ上ࡿࡆ。 

࣭異学年ࡢ友や地域ࡢ大

人࠿࠿ࡢ࡜わࡾを通

した学び 

㸰時間 

友࡜協働し࡚イベントࡢ準備をࡍ

 。ࡿ

࣭異学年࡛࠿࠿ࡢわࡾを

通した学び 

６時間 

当日，大人ࡢ協力を得ࡽࡀ࡞，県

内外ࡢ観光客࡟向࡚ࡅＰＲした

 。ࡿࡍࡾインタビューした，ࡾ

࣭異学年ࡢ友や地域ࡢ大

人࠿࠿ࡢ࡜わࡾを通

した学び 

㸯日 

学習者ࡢユニࢺࢵとそࡢ意図 

中学校 

        

全校 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同ࡢ学び 自律した個ࡢ学び 遠隔合同ࡢ学び 

ふࡿさと鬼無里ࡢ未来を想う 第二章 

実践スタイル 全校࡛，地域ࡢ大人と共に鬼無里活性化プロ࢙ࢪクࢺを動かす。 

本時ࡡࡢらい 

主に活用した教材・コンࢸンࢶ・ICT機器等とそࡡࡢらい 

教材等 

 らいࡡ

大人，長野市役所鬼無里支所長，昨年ࡢ地域ࡿࡍ関係࡟駅ࠖࡢ旅ࠕ，し࡚࡜人材ࠖࠕ

度࠿࠿ࡽ࠿わࡢࡾあࡿ埼玉県在住ࡢ大人。 

 

△△△△△

△

△
△
△

大人ࡢ見方࣭考え方，生ࡁ様࡟ふࡿࢀこ࡜を通し࡚，生徒ࡀ自分ࡢ見方࣭考え方

を広ࡆたࡾ深ࡵたࡿࡍࡾこࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜うࡿࡍ࡟。 

 

△△△△△

△

△
△
△

長野市立 

鬼無里中学校 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例④ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務係ࡢ㹑さࡣࢇ，イベントࡢ全体を見渡しࡽࡀ࡞，一人一人ࡢ動線を考えたࡾ，散策マップࡢ手渡

し方㸦質問内容や PR ࣏イント等㸧を友࡜検討したࡾし࡚ࡁた。前時を終えた日ࡢ生活記録ࠕ，ࡣ࡟金曜

日ࡢ話し合いࡀ楽し࡜ࠖࡍ࡛ࡳ綴࡚ࡗいた。本時，㹑さࡣࢇ，企画書を何度ࡶ見直しࡽࡀ࡞，話を聞く

こ࡜や助言を࣓ࣔࡿࡍこ࡟࡜終始し࡚いたࡀ，途中࡛手を挙ࡢ࡝ࠕ，ࡆくࡽい࠾ࡢ客さࡀࢇ来ࠖ࠿ࡍ࡛ࡢࡿ

ࡗい࡚࡭意見を述࡜次々ࡀࢇや久保田さࢇ伊藤さ，࡚ࡗ࡞࡟ࡅ࠿ࡗࡁࡀ質問ࡢࢇ㹑さࡢ質問した。こ࡜

た。そࡢ中࡛小野さࠕ，ࡢࡽ࠿ࢇ白馬へ抜ࡿࡅ道࡜し࡚通過ࡿࡍ人ࡶ多い。こࡢ通過ࡿࡍ人たちを࡝う取

ࡿえࡽࡶ࡚ࡗ鬼無里を知࡛࡜こࡴ込ࡾ取。࠿ࡴ込ࡾ ，い࡚いた。またࡎ࡞うࡶ何度ࡣࢇ㹑さ࡟いう話ࠖ࡜

伊藤さࠕࡀࢇ僕たち大人ࠗࡶ旅ࡢ駅࠘を鬼無里࡛暮ࡍࡽ人たちࡢ生活ࡢ中心的࡞場所࡟したいし，ࢇࡳ

ࡣࢇ㹑さ，ࡁ࡜いう話をした࡜ࠖࡿあࡀいう気持ち࡜ほしい࡚ࡗ思࡟ࡾた鬼無里を誇ࡗ育ࢀ生まࡶ࡟࡞

真剣࡞表情࡛うࡎ࡞い࡚いた。グࣝープ࡛ࡢ話し合いを終え࡚，教師ࡀ㹑さࠕ࡟ࢇ大人ࡢ見方や考え方

人ࡿい࡚ࡗ駅を使ࡢ中࡛旅ࡢく，生活࡞࡛ࡅࡔ観光客ࡿࢀ来࡚くࠕ，࡜ࡿࡡ尋࡜ࠖ࠿う࡛した࡝࡚ࢀふ࡟

を࡝う࠿ࡘまえ࡚いく࡜ࠖ࠿答えた。㹑さࡣࢇ小野さࢇや伊藤さࡢࢇ思い࡟ふࠕ，ࢀ生活ࡢ中࡛旅ࡢ駅を

使࡚ࡗいࡿ人࡟対し࡚ࠖ࡜いう見方，ࠕ鬼無里ࡢ実態を࡜ࡗࡶ知ࡾたいࠖ࡜いう必要感を得た࡛ࡢあࡿ。 

 

 

評価ࡢ観点 目的や意義を明確࡟しࡽࡀ࡞，大人࡜話し合いを深ࡵ，企画や活性化へࡢ意欲を高ࡵ

 。ࡿࡍ評価ࡽ࠿ࡁぶやࡘ，記述や発言ࡢࢻ学習カー，࠿たࡁ࡛ࡀ࡜こࡿ

具体的変容 
Ｋさࡣࢇ学習カーࠕ，࡟ࢻ地域ࡢ人ࡢ意識ࡽ࠿高࡚ࡵい࡞࠿い࡜鬼無里ࡢ活性化ࡣ࡟

࡜࡞࠿ࡢ࡞必要ࡀ࡜こࡿࡆ上ࡾ地域を盛，࡚ࡅ࠿ࡁ働ࡀ中学生，࡛ࡢ思う࡜い࡞ࡽ࡞

思いまࡍ。ࠖ 将ࠕ，企画内容を超え࡚ࡢイベント。ࡿ場࡛発表し࡚いࡢ記述し，全体࡜

来ࡢ鬼無里ࡢ活性化ࠖ࡟目を向ࡅ，意欲を高ࡵた姿ࡽ࡜࡜ࡔえࡿこࡿࡁ࡛ࡀ࡜。 

 

 

 大人ࡢ見方や考え方，生ࡁ様࡟ふࡿࢀこ࡛࡜，生徒ࡣ今ま࡛自分たちࡗ࠿࡞ࡣ࡟た新しい見方や考え

方を獲得ࡿࡍ。そし࡚，自分たちࡢ活動や思いࡀ大人࡟認ࡿࢀࡽࡵこ࡛࡜，さ࡟ࡽ意欲ࡀ高まࡿ。教師

ࡁ大ࡣ学びࡿࢀࡽ得ࡀ分，生徒たちࡢそ，ࡀࡔ苦労ࡶ࡚࡜ࡣネート࢕ࢹ打ち合わせやコーࡢ行う事前ࡀ

い࡜実感し࡚いࡿ。また，大人ࠕࡶ࡚ࡗ࡜࡟中学生ࡢ熱い思い࡟ふ࡜ࡿࢀ心ࡀ動࠿さࡿࢀ ，࡛࡜こࡢࠖ࡜

学校࡜地域ࡀ相互࡟作用したࡾ，連携したࡿࡍࡾこࡼࡢ࡜さを，確࡞࠿手応え࡜し࡚感࡚ࡌいࡿ。 

写真㸯：伊藤さࡢࢇ話࡟真剣࡞表情࡛耳

を傾ࡅ，助言を࣓ࣔࡿࡍ㹑さࢇ。 

生徒ࡢ学び 

写真㸰：話ࡢ流ࢀを踏まえ࡚，自

分ࡽ࠿質問ࡿࡍ㹑さࢇ。 
 

写真㸱：自分ࡀ獲得した学びを

発表ࡿࡍ㹑さࢇ。 

実践ࡢ手応え㸦エビࢹンス㸧 

活用効果㸦アセスメンࢺ㸧 



 

 

 

 

 

 

 

 動物ࡢ速さを比ࡿ࡭場面࡛，時間や距離をそࢁえࡿ操作を通し࡚，ࡢ࡝動物ࡀ速い࠿を比ࡿ࡭こࡀ࡜

 。ࡿࡁ࡛

 

 

 

 

 

 

 

 

 単元ࡢ入ࡽ࠿ࡾ，一貫し࡚単元ࡢ核心࡟関わࣜࡿフࣞクションを繰ࡾ返し，最初ࡢ自分࡜抜ࡅ出ࡿ時

 。ࡿ深い学びを図࡛࡜こࡿ自己更新を図ࡢ見方࣭考え方ࡢ自分ࡢ

 

単元ࡢ流れ 

 

主࡞学習活動 

・異学年合同ࡢ学び 

・自律した個ࡢ学び 

・遠隔合同ࡢ学び 

 

授業時数 

㸯 速さࡘ࡟い࡚興味

や関心をࡘࡶ 

㸰 速さ࣭時間࣭道ࡢ

二，ࡾ関係を知ࡢࡾ

要素ࡀ分࡜ࡿ࠿残ࡾ

こࡿࡵ一要素を求ࡢ

分ࡀ࡜こࡿࡁ࡛ࡀ࡜

 ࡿ࠿

㸱 速さࡢ問題を解く 

考え࠿࡜ういうこ࡝ࡣ࡜速いࠖࠕ

い࡚，単位をࡘ࡟速さࡢ動物。ࡿ

そࢁえ࡚比ࡿ࡭。 

 

自律した個ࡢ学び 

友ࡢ࡜協働ࡢ学び 

 

 

  㸯 

速さ࣭道࣭ࡾࡢ時間ࡢそࡢࢀࡒࢀ

求ࡵ方を考え，学びを深ࡿࡵ。 

  

  ６ 

マインࢻマップࡢ再構成をし，見

方࣭考え方を確ࡿࡍ࡟ࡢࡶ࡞࠿。 

 

 

 

個ࡀ自律した見方࣭考え

方ࡢ深まࡾ 

 

    㸯 

 

 

 

 

 

 

小学校 

        

√
 

 自律した個ࡢ学び  

協働ࡢ学びࡢ質を高めࡿ ～自律した学習者ࡢ育成～ 

実践スタイル 協働して学びを深めࡿ授業࡙くࡾ 

本時ࡡࡢらい 

主に活用した教材・コンࢸンࢶ・ICT機器等とそࡡࡢらい 

教材等 

 らいࡡ

単元ࡢᑟ入ࡽ࠿使うマインࢻマップ(一枚型࣏ートフォࣜ࢜) 

 

 

△△△△△

△

△
△
△

単元ࡢ核心ࠕ単位をそࢁえࡿこࠊ࡛࡜速さを比ࡿ࡭こ࡟ࠖࡿࡁ࡛ࡀ࡜迫ࡿたࠊ࡟ࡵ

自己ࡢ見方࣭考え方を自己更新し࡚いくࢶーࣝ࡜し࡚使用ࡿࡍ。 

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者ࡢユニࢺࢵとそࡢ意図 

対話し協働し࡚学ぶ児童たち 

大町市立 

美麻小中学校 

６年 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑤ 



 

学習場面࡛ࡣ，個やグࣝープࡢ課題ࡀ明確࡛，さ࡟ࡽ学びたい࡜いう意欲的自主的࡞学びࡢ様子࡛あ

何を考え，何，࡚ࡗࡶ見通しをࡣたちࡶ࡝子，࡛࡜こࡿࡍ࡟ゴーࣝを明確ࡢ今日ࡢ授業ࡢた。㸯時間ࡗ

をࡼ࡜ࡿࡍいࡀ࠿ࡢ分ࡾ࠿，終ᮎ࡟達成感ࡀ持࡚࡚いたࡼう࡟感ࡌた。 

そこࠕ，ࡣ࡟分࡞ࡽ࠿いࡽ࠿教え࡚ たいࡾ࡞࡟うࡼࡿ࠿分ࠕࠖ 自，ࡀ思う気持ちや願い࡜たいࠖࡾ知ࠕࠖ

然࡟出࡚࡚ࡁ，友ࡔち࡜協働し࡚解決し࡚いこうࡿࡍ࡜追究ࡿࡍ姿ࡀあࡗた。そし࡚，子ࡶ࡝たちࡶ安

心し࡚学࡚࡭いࡼࡿう࡟思う。 

こࡣࢀ，一朝一夕࡛表ࢀた࡞࡛ࡢࡶく，今ま࡛࡟至ࡿ㸳年間ࡢ積ࡳ上ࡢࡆ上࡟あ࡜ࡿ言え９。ࡿ年間

を一貫し࡚柱ࡼࡢう࡟通し࡚いࡿ本校ࡢ教育システム࡜そࢀを理解し࡚，授業࡙くࡾを進ࡁ࡚ࡵた先生

方ࡢ業績ࡶ࡜言えࡿ。毎年，新任ࡢ先生方を迎え，㸯年࡟࡜ࡈ学校ࡣ更新さࡀࡿࢀ，学校ࡢガイࢻライ

ン(教育ࡢ道し࡭ࡿ)ࡀ，ぶ࡟ࡎࢀそし࡚大ษ࡟さࡁ࡚ࢀた表ࡶ࡜ࢀ言えࡿ。 

６年生ࡢ姿࠿࡞࠿࡞，࡟自分ࡀ追究したこ࡜を言え࡞い子ࠕ，࡟〇〇したࢇࡷࡌ ࡔࢇたいࡁ何を聞ࠕࠖ

ࢀࡽࡌ感࡜ࡿい࡚ࡗ育ࡀ心ࡢࡾ思いや࡟中ࡢ学び，そࡢた。協働ࡗあࡶ姿ࡢちࡔ優しく聴く友࡜ࠖࡅࡗ

た。 

いࢁい࡞ࢁ思考ࡢ子ࡀい࡚，教師ࡣ個࡜個をࡄ࡞ࡘ役割をࡿࡍこ࡟࡜努ࡵた。板書を工夫し࡚，ప位

生ࡶ࡟視覚的支援を図ࡗたࡀ，ノートࡢ実物投影や電子黒

板，タࣞࣈットࢶࡢ࡝࡞ーࣝを使࡚ࡗ，見せ合えࡿ支援ࡶ

必要࡟感࡚ࡌいࡿ。 

環境ࡢ構成場面࡛ࡣ，机ࡢ並びࡣ，黒板向࡞ࡣ࡛ࡁく，

対話しやࡍいࡼう࡟向い合せ࡟し࡚いࡿ。グࣝープ࡛ࡢ対

話࡞࡛ࡅࡔく，自然࡜ࡗࡍ࡟立ち上࡚ࡗࡀ，他グࣝープࡢ

࡚ࡗ活性化を図ࡢ保障し，思考ࡶ࡜行くこ࡟ࡁ聴࡟ࢁこ࡜

いࡿ。   

こࡼࡢう࡞支援ࡀ有効࡟働ࡁ，児童生徒ࡀ深い学び࡟向

 。えたいࡽ࡜࡜ࡿい࡚ࡗ࠿

 

 

 

評価ࡢ観点 マインࢻマップ࡛可視化さࢀたࠕ速さࠖࡢ見方࣭考え方をࡽ࡜えࡿ。 

具体的変容 
漠然࡜し࡚いたࠕ速さࠖࡶ࡟基準ࡿ࡞࡜単位ࡀあࡾ，そࡢこࠕࡽ࠿࡜速い 遅いࠖࠕࠖ

 。たࢀࡽ見ࡀ姿ࡿ深まࡀ理解ࡢへ࡜こࡿࡁ࡛ࡶ比較ࡢ࡝࡞

 

 

 。たࡁを通し࡚確認࡛࡜こࡿ࡭い࡚，比ࡘ࡟違いࡢ࡜速さࠖࠕ࡜࡜速いࠖこࠕ

㸯࣓ートࣝあたࡾ何秒，㸯秒(単位時間)あたࡾ何࣓ートࣝ࡜単位をそࢁえࡿこ࡛࡜，比ࡿࢀࡽ࡭良さを

実感࡛ࡁた。 

単位ࡢ核心ࡿࡀ࡞ࡘ࡟単位ࡢ問い(学習問題)を設定したこ࠾࡜ࡵࡌࡣ，࡛࡜わ࡛ࡾ自分ࡢ考え࡝ࡀう

変わࡗた࡝，࠿う学びࡀ深まࡗた࠿を自覚ࡿࡍこࡁ࡛ࡀ࡜た。 

児童生徒ࡢ学び㸦協働ࡢ学びにࡼせて㸧 

活用効果㸦アセスメンࢺ㸧 

実践ࡢ手応え㸦エビࢹンス㸧 



 

 

 

 

 

 

 

 

 土真ࢇ中࢘ォーク࡛地元ࡢ人࡟来࡚ࡽࡶうた࡟ࡵ私たち両小野中学校生徒会ࡣ何を࠿ࡿࡍ考えࡿ場面

࡛，取ࡾ組ࡳやࡍさ࡜地元ࡢ人ࡀ来࡚くࡿࢀ可能性ࡢ両面ࡽ࠿，実行࡛ࡁそう࡞活動を検討ࡿࡍこ࡜を

通し࡚，互いࡢ意見を尊重しあいࡽࡀ࡞グࣝープ内࡛合意形成ࡿࡍこࡿࡁ࡛ࡀ࡜。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ࣭朝ࡢ生徒集会ࡢ࡛࡝࡞グࣝープ࡛話し合う時間࡛，話し合いࡀ活発࡞ࡽ࡞࡟いグࣝープࡀあࡿ。 

  ࣭グࣝープ別ࡢ話合い࡛うまく話ࡀ進ま࡞い。 

  ࣭意見ࡀ出し࡟くい。 

 

  ࣭小学校ࡢ教科書㸦小学㸳࣭６年生㸧を参考࡟しࡼう。 

  ࣭話し合いࡢテーマ࡜，話合い࡛目指ࡍ姿ࡣ明確࡟したほうࡀいい࡞。 

  ࣭意見を出し࡚ࡽࡶうたࡢࡵ質問を用意したほうࡀいい࡞。 

  ࣭問い返しࡢ質問ࡶ用意したほうࡀいい࡞。 

  

 

 うࠖࢁえ࠿ࡾ様子をふࡢクト࢙ࢪ夢プࣟࡢま࡛ࢀこࠕ○ 

   ࣭油ᒇ清掃    㸦㸱᭶ 22日㸧  ࣭記念樹     㸦㸳᭶ 10日㸧 

   ࣭小野宿     㸦㸳᭶ 26日㸧  ࣭青春プࣞイࣂック㸦６᭶ 15日㸧   

 ࠖ？࠿うࢁࡔࢇ࡞ࡣ࡜地域貢献࠘ࠗࡍ目指ࡀ生徒会ࡢ両小野中学校ࠕ○  

    生徒ࡀ決ࡵ出した両小野中学校ࡀ目指ࡍ地域貢献 

 活動ࠖࡿ活性化させ感謝を伝えࡆ上ࡾ地域を盛ࠕ 

  ࣭次࡟予定し࡚いࡿ夢プ࢙ࣟࢪクトࠕ土真ࢇ中࢘ォークࠖ࡟こࡢ集会を生ࡍ࠿た࡟ࡵ， 

     土真ࢇ中࢘ォークを企画し࡚いࡿ人たちࡢ思いを聞い࡚ࡳたい࡞。㸦理事会㸧 

 こࢀま࡛ࡢ生徒集会࡛ࡢ話し合いを振ࡾ返࡞ࢇ࡝，ࡾこ࡛࡜困࡚ࡗい࠿ࡿ出し合࠾う 

話合いࡀやࡾやࡍいマニュアࣝを作ࢁう 

主に活用した教材・コンࢸンࢶ・ICT機器等とそࡡࡢらい 

教材等 

 らいࡡ

㸰ุࡢࡘ断軸 

期間的࡟短いたࡵ地元ࡢ人࡟来࡚ࡽࡶうたࡵ

 ࡿ考え࡟視覚的࠿いࡼࡤࢀࡍ事を࡞ࢇ࡝ࡣ࡟

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者ࡢユニࢺࢵとそࡢ意図 

 生徒集会㸯ࠕ地域貢献を見ࡵࡘ返そうࠖ 
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夢プロ࢙ࢪクࢺ第 11号 

 上げ隊ࠖࡾ10周年記念！土真ん中࢛࣮࢘ク盛ࠕ

実践スタイル 異学年とࡢ意見交換や交流・同一チ࣮࣒࡛取組 

本時ࡡࡢらい 

塩尻市辰野町中学校組合立 

      両小野学校 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑤ 



 

 

 ࣭私たちࡀ夢プ࡛ࣟ植樹し࡚いࡿ塩嶺ࡢ森を広ࡼࡵう࡜し࡚始まࡗた࡞ࡔࡢ。 

 ࣭参加人数ࡀ減࡚ࡁ࡚ࡗいࡀࡢࡿ課題࡞ࡔࢇ࡞。 

 ࣭実行委員ࡢ人たちࡣ，人集ࡵや PR࡛困࡚ࡗい࡞ࡔࢇࡿ。 

 ࣭全校࡟࡞ࢇࡳࡢ話を広࡚ࡆ，考え࡚ࡼࡳう。 

  

 

  

 ࣭㸯年生ࠕ，ࡣ土真ࢇ中࢘ォークࠖࡘ࡟い࡚あまࡼࡾく理解し࡚࡞いࡽ࠿，理事会࡛プࣞゼン 

  を行࠾う。 

 ࣭㸰࣭㸱年生ࡶ昨年度ࡢ土真ࢇ中࢘ォークࡢ様子を振ࡾ返ࡗた方ࡀいい࡞。 

 ࣭う࡜うを使࡚ࡗネット࡛宣伝࡛࡞ࡁい࡞࠿。 

 ࣭小野宿市ࡼࡢࡁ࡜ࡢう࡟，駅前࡛࣏ࢣットテ࢕ッシュを配ࡗた࡝ࡽう࡞࠿？塩尻駅࡜ࡔ人ࡀ 

  少࡞いࡽ࠿松本駅࡛宣伝したい࡞。 

 

 

 

 。࡞࠿い࡞ࡷࡌࢇいいࡀࡢガ࢟を書くࣁ࣭

࣭辰野町ࡢ有線࡟流そうࡼ。 

࣭SNS࡜ࡔ来࡚く࡞ࢀそう࡞ࡔ。 

࣭次ࡢ生徒集会࡛࡞ࢇ࡝方法࠿ࡢࡿ࡞࡟楽しࡔࡳ。 

 

 

 

 

 

 

生徒集会㸲㸦解決࡟向ࡢ࡚ࡅ話し合い㸧  
 ձࠖ࠿ࡿࡍ何をࡣ私たち両小野中学校生徒会࡟ࡵたࡿ活性化させࡆ上ࡾ中࢘ォークを盛ࢇ土真ࠕ

生徒集会㸳   㸦解決方法ࡢ決定㸧 
 ղࠖ࠿ࡿࡍ何をࡣ私たち両小野中学校生徒会࡟ࡵたࡿ活性化させࡆ上ࡾ中࢘ォークを盛ࢇ土真ࠕ

生徒集会㸳࡛決ࡵたこࡢ࡜実践㸦決ࡵたこࡢ࡜実践㸧 㸦10᭶ 17 日～10᭶ 25日㸧 

 夢プ࢙ࣟࢪクト第 11ྕ 
隊ࠖ    㸦10᭶ࡆ上ࡾ中࢘ォーク盛ࢇ10周年記念！土真ࠕ  26日㸧 

 理事会   ࠕ生徒会引継࡟ࡂ向ࡅた今年度ࡢ夢プ࢙ࣟࢪクトࡢ振ࡾ返ࡾ集会ࡢ計画ࠖ 

 生徒集会６   ࠕ今年度ࡢ夢プ࢙ࣟࢪクトࡢ振ࡾ返ࠖࡾ 

生徒集会㸰  㸦問題ࡢ発見࣭確認，議題ࡢ設定㸧 

クト第࢙ࢪ夢プࣟࠕ 11ྕ ࠗ10周年記念！土真ࢇ中࢘ォーク盛ࡾ上ࡆ隊࠘ࡘ࡟い࡚  ࠖ

 

生徒集会㸱㸦解決࡟向ࡢ࡚ࡅ話し合い㸧  
 ࠖ！うࡼ考え࡟ࡽ方法をさࡢࡵうたࡽࡶ来࡚࡟人ࡢ地元ࠕ

生

徒

集

会

䥹

全

校

䥺 

  理事会 ࠕ土真ࢇ中࢘ォークࡢ実行委員会ࡽ࠿話を聞くࠖ 

 理

事

会 

理
事
会 

有
志 

全
校 



     

 

 

 

 

こࡢ単元ࡢ最初ࡣ，グࣝープ࡛ࡢ話し合い活動ࡀ活発࡟ࡎࡽ࡞࡟困ࡁ࡚ࡗた生徒たちࡀ，話し合いࡢ

際࡟困ࡗたࡽ助ࡀࡢࡶࡿ࡞࡟ࡅ欲しい࡜考え，自ࠕࡽ話合いマニュアࣝࠖを作成した。作成ࡢ際࡟，小

学校ࡢ教科書㸦小学㸳࣭６年生㸧ࡢ国語ࡢ教科書を基࡟考えࡔした。そࡢ時࡟，思考ࢶーࣝࡘ࡟い࡚教

師側ࡽ࠿紹௓し考えをまࡿࡵ࡜時や新た࡞考えを生ࡳ出したい時࡞ࢇ࡝，࡟思考ࢶーࣝを用いࡤࢀ良い

 。を考えた࠿

生徒集会を重ࡿࡡこࠕ，࡛࡜前回ࡣ，あまࡾ上手ྖ࡟会ࡀ出来ࡎグࣝープࡢ意見ࡀ出ࡗ࠿࡞たࡀ，今回

ࠖ。たࢀ意見を出し࡚くࡶࡾࡼ前ࡀ人ࡢたし，グࣝープࡁ安心し࡚࡛࡛ࡢたࡵ進ࡽࡀ࡞マニュアࣝを使いࡣ

やࠕ前ࡣあまࡾ意見ࡀ言えࡗ࠿࡞たࡀ今回ࡣ意見ࡀ言えた࡛ࡢ次回ࡶ頑張ࡾたい。ࠖ 返ࡾ振ࡢ生徒ࡢ࡝࡞

ࡢ会者ྖࡢグࣝープ࡛，࡛࡜こࡿࡍ多く࡟活動を意図的ࡢ形態をグࣝープ࡛ࡢた。生徒集会࡛ࡗあࡀࡾ

育成࡜グࣝープ内࡛ࡢ生徒ࡢ表現力ࡢ向上࡟繋ࡗࡀた。 

本時࡛ࡣ，話合いマニュアࣝを用いࡿこ࡞࡜く自分ࡢ力࡛ྖ会をࡿࡍ生徒ࡢ姿ࡀあࡗた。また，グࣝ

ープ࡛ࡢ話合い࡛意見を活発࡟出せࡼࡿうࡗ࡞࡟たたࡵ，話ࡀ脱線しそうࡿ࡞࡟グࣝープࡶあࡗたྖࡀ

会ࡁࡀち࡜ࢇ本来ࡢ目的や話合いࡢテーマ࡟立ち返ࡽせࡿ姿ࡀあࡗた。 

 

 

評価ࡢ観点 地域や社会ࡢ課題を見出し，具体的࡞対策を考え，実践し，地域や社会࡟参画࡛ࡿࡁ

 。࡜こࡿࡍ࡟うࡼ

具体的変容 
自分ࡢ意見を他者࡟伝えたࡾ，他者ࡢ意見を聞いたࡾし࡚，地域貢献ࡘ࡟い࡚ࡢ話合

いを通し࡚納得し࡚決ࢀࡽࡵた࠿を振ࡾ返ࡢࡾ記述ࡽ࠿評価ࡿࡍ。 

 

 

 

 日本土真ࢇ中࢘ォーク࡟向࡚ࡅ，招待状を作ࡾ自分達ࡀᒆ࡚ࢀࡽࡅ来࡚ほしい人࡟送ࡗた。日本土真

両小ࡢし࡚捉え，こ࡜࡜こࡢ行事を自分たちࡢ地域ࡣ生徒達，࡛࡜集会を行うこ࡚ࡅ向࡟中࢘ォークࢇ

野を PRࡿࡍたࡵ，日本土真ࢇ中࢘ォーク࡟多くࡢ人ࡀ来࡚ࡽࡶうた࡟ࡵ話合いを重ࡡ，日本土真ࢇ中࢘

ォークを楽し࡟ࡳし࡚いࡿ生徒ࡶ多くいた。さ࡟ࡽ，総合的࡞学習ࡢ時間࡜絡࡝ࡵうしたࡽ当日参加し

生徒ࡢ学び 

生徒集会㸯ࠕ地域貢献を見ࡵࡘ返

そうࠖࡢ様子 

生徒集会㸲ࠕ土真ࢇ中࢘ォークを盛

私たち両࡟ࡵたࡿ活性化させࡆ上ࡾ

小野中学校生徒会ࡣ何を࠿ࡿࡍձࠖ

 様子ࡢ

日本土真ࢇ中࢘ォーク当日ࡢ様子 

活用効果㸦アセスメンࢺ㸧 

実践ࡢ手応え㸦エビࢹンス㸧 



࡚くࡿࢀ人ࡀ楽し࠿ࡿࡵ本気࡛追究し，挑戦ࡿࡍ姿ࡀあࡗた。例年，参加者ࡀ 300 名程度ࡗࡔた日本土

真ࢇ中࢘ォークࡀ，今年ࡣ 400名ࡢ参加ࡀあࡗた。当日申込ࡢࡳ参加ࡢ数ࡀ 40名弱࡛あࡗた。参加者ࡢ

増加࡜日本土真ࢇ中࢘ォークま࡛ࡢ実践ࡾࡼ࡟，生徒ࡢ自信ࡗࡀ࡞ࡘ࡟た。また，今回ࡢ反省点ࡶ考え

 。ࡿあࡶ姿ࡢ生徒ࡿ気を表し࡚いࡿや，࡝࡞ࡿ創意工夫を見せࡢし次へࡔ



 

 

 

 

 

 

 

 

  たࡢࡵࡢ里࡛頑張࡚ࡗいࡿ方々ࡘ࡟い࡚調ࡁ࡚࡭た子ࡶ࡝たちࡀ，自分たちࡀ調࡭たこ࡜を࡟࡜ࡶ 

直接取材したࡾ，仕事を体験したࡿࡍࡾこ࡜を通し࡚，そࡢ生ࡁ方や思い࡟寄ࡾ添うこࡿࡁ࡛ࡀ࡜。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  たࡢࡵࡢ里࡛活躍さ࡚ࢀいࡿ方々ࡢ活動やたࡢࡵࡢ里へࡢ思いを聞いたࡾ考えたࡿࡍࡾ場面を設ࡅ， 

たࡢࡵࡢ里ࡢ現状ࡘ࡟い࡚いࢁい࡞ࢁ角度ࡽ࠿気付ࡼࡿࡅうࡿࡍ࡟。さ࡟ࡽ，こࢀま࡛学習したこ࡜ 

 共通し࡚ࡀ方々ࡢ里ࡢࡵࡢしたい。そし࡚，た࡟うࡼࡿࡅ気付࡟思いࡢ里へࡢࡵࡢた࡟加え，新た࡟

持࡚ࡗいࡿ思いを考えࡿこࡽ࠿࡝࡞࡜，自己ࡢ生ࡁ方ࡘ࡟い࡚ࡶ考え࡚いく機会ࡿࡍ࡜。 

 

 

単元ࡢ流れ 

 

主࡞学習活動 

・異学年合同ࡢ学び 

・自律した個ࡢ学び 

・遠隔合同ࡢ学び 

 

授業時数 

現在ࡢたࡢࡵࡢ里ࡘ࡟

い࡚考え，話を聞ࡁた

い人࡟取材したࡾ，体

験したࡿࡍࡾこ࡜を通

し࡚，自分ࡀ地域ࡢた

を考え࡜こࡿࡁ࡛࡟ࡵ

 。ࡿ

たࡢࡵࡢ里࡟対ࡿࡍ自分ࡢ思い

や，家族ࡢ考え࡝࡞を聞く。 

自律した個ࡢ学び 

㸰 

現在たࡢࡵࡢ里࡛活躍さ࡚ࢀいࡿ

方々ࡢ話を聞く。 
㸰 

グࣝープ࡟࡜ࡈ取材したࡾ，甘酒

造ࡾを体験したࡾし࡚，わࡗ࠿た

こ࡜や感ࡌたこ࡜を整理し࡚ま࡜

 。ࡿࡵ

㸳 

クラス࡛紹௓し合い，再度活動へ

࡜し࡚，自分ࡁ聞࠾を࡝࡞思いࡢ

地域ࡢ࡜関わࡘ࡟ࡾい࡚考えࡿ。 

㸲 

小学校 

        

６年 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同ࡢ学び 遠隔合同ࡢ学び 

地域を追究してふࡿさとについて学ぼう 

実践スタイル 

本時ࡡࡢらい 

主に活用した教材・コンࢸンࢶ・ICT機器等とそࡡࡢらい 

教材等 

 らいࡡ

ボランテ࢕アさࢇへࡢ取材ࡢ場 

取材内容をまࡵ࡜た紙   個人フ࢓イࣝ㸦今ま࡛ࡢ記録㸧 

 

△△△△△

△

△
△
△

グࣝープ࡟࡜ࡈ，自分たちࡢ興味を持ࡗた方ࡘ࡟い࡚調ࡼࡿࢀࡽ࡭う࡟した。 

取材内容ࡢ発表ࡢ際，自分ࡢ考えや思いを記録し振ࡾ返ࡿこࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜う࡟した。 

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者ࡢユニࢺࢵとそࡢ意図 

辰野町塩尻市小学校組合立 

両小野小学校 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑥ 



 

 
 

 

 

㸯学期ࡢ学習ࡢま࡜ࡵ࡜し࡚，たࡢࡵࡢ里ࡢ昔ࡘ࡟い࡚地域を巡ࡗたࡾ，地域ࡢ歴史࡟詳しいボラン

テ࢕アさ࡟ࢇ質問をしたࡾし࡚調࡭，まࡵ࡜たこ࡜を࡟࡜ࡶパンフࣞットを作ࡗた。Ａ児ࡣ，そࡢパン

フࣞットを使ࠕ࡚ࡗたࡢࡵࡢ里を࡜ࡗࡶ知ࡽࡶ࡚ࡗいたい。࡜ࡗࡶたࡢࡵࡢ里࡟来࡚ほしい。ࠖ 地域，࡜

内外࡟自分たちࡀ学習したこ࡜を発信したい࡜いう願いを持ࡗた。 

㸰学期࡚ࡗ࡞࡟，地域ࡢ歴史学習ࡽ࠿継続し࡚，地域ࡢ現在ࡢ様子を意欲的࡟考えࡿこࡁ࡛ࡀ࡜た。

子ࡶ࡝たちࡣ，地域ࡢ良さを再発見し，ࠕたࡢࡵࡢ里ࠖを愛ࡿࡍ気持ちを高ࡵ，さ࡟ࡽ地域࡟貢献したい

小野，ࡎࢀ離ࡽ࠿小野ࡶ࡚ࡗ࡞࡟大人ࠕ感想࡛ࡢ授業後，ࡣた。Ａ児ࡗࡀ࡞ࡘ࡟࡜こࡘいう思いを持࡜

ࠖ。いたい࡟  。たࢀࡽ見ࡀ姿ࡿࡵࡘ方を見ࡁ生ࡢ自己ࡢ未来，ࡽ࠿話ࡢ方々ࡿࡍた。今地域࡛活躍ࡗ語࡜

 

 

 

評価ࡢ観点 今地域ࡢた࡟ࡵ頑張࡚ࡗいࡿ人ࡢ思いを知ࡾ，自分࡜地域ࡢ࡜関わࡘ࡟ࡾい࡚考えࡿ。 

具体的変容 
子ࡶ࡝たちࡣ，今地域ࡢた࡟ࡵ頑張࡚ࡗいࡿ方々ࡢ話を聞ࡁ，自ࡽ取材し，甘酒を造

ࡿふࠕࡢ方々ࡢを通し࡚，地域ࡽࢀを体験した。そ࡜舞うこࡿ振࡟ࢇ客さ࠾をࢀそࡾ

さ࡜を大事࡟し࡚，次ࡢ世代ࡼࡆ࡞ࡘ࡟うࠖ࡜いう思いや，ࠕ自分ࡢ仕事࡛地域ࡢ人

ࡿい࡚ࢀく࡛ࢇ喜ࡀ ࡚ࡗࡀ࡞ࡘ࡜た。地域社会ࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡌいを感ࡀࡾいうやࠖ࡜

生࡚ࡁいࡿ自分࡜いうࡢࡶを認識し，自分たちࡀ今地域ࡢたࡿࡁ࡛࡟ࡵこࡣ࡜何࠿，

考えを深ࡿࡵこࡁ࡛ࡀ࡜た。 

 

 

 

ࡢࢇし࡚，たくさ࡜ࡵ࡜まࡢ６年間ࡢ࡜たこࡁい࡚学習し࡚ࡘ࡟ま࡛地域ࢀ学習࡛ࠖこࡢࡵࡢたࠕ 

人々ࡀ自分たちࡢ地域ࡢた࡟ࡵ活動さ࡚ࢀい࡜ࡿいうこ࡜を知ࡿこࡁ࡛ࡀ࡜た。そ࡞ࢇ方々ࡢ思い࡟

ࡗ࡞࡟い機会ࡼࡿ考え࠿ࡢࡿࡁ࡛ࡀ࡜こ࡞ࢇ࡝࡟ࡵたࡢ地域ࡽ࠿今ࡀ自分，࡛࡜こࡿ考え，ࢀい࡚触ࡘ

た。実際࡟持ࡗた自分たちࡢ思いを，࡝う行動࡟移し࡚いくこࡀ࠿ࡢࡿࡁ࡛ࡀ࡜今後ࡢ課題࡛あࡿ。 

児童生徒ࡢ学び㸦自律した個ࡢ学びにࡼせて㸧 

活用効果㸦アセスメンࢺ㸧 

実践ࡢ手応え㸦エビࢹンス㸧 

写真㸯：地域ࡢ方࡟グࣝープࡈ

 。うࡼ取材をし࡟࡜

写真㸱：昨年育࡚た࠾米࡛作ࡗ

た甘酒࡛࡞࡚ࡶ࠾し。 
写真㸰：取材したこ࡜を発表

し，聞ࡁ合࠾う。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 楽しくコ࣑ュニࢣーションをࡿࡍたࠕ࡟ࡵフࣝー࣭ࢶショッࣆングࢤームࠖをࡿࡍ場面࡛，店員࡜客

ࢣ悪い例を示し࡚良いコ࣑ュニ࡜良い例ࡢトークࣝࢹࣔ，ࡾ表現した࡚ࡌ応࡟し࡚役割࡟立場を明確ࡢ

ーションࡢ方法を考えたࡿࡍࡾこ࡜を通し࡚，二往復以上ࡢやࡾ取ࡾをࡿࡍ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子ࡶ࡝たちࡀ充実したコ࣑ュニࢣーション活動をࡿࡍこࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜う࡟，子ࠕࡢࡶ࡝願いࠖを࡜ࡶ

いう࡜ࠖࡿパフ࢙を作ࢶフࣝーࡢࡅࡔ自分ࠕ࡟ Unit Goal を設定し，食材や “What do you want？” ࡢ
言い方࡟ Chant やࢤームを行いࡽࡀ࡞慣ࢀ親しࡔࢇ上࡛ࠕフࣝー࣭ࢶショッࣆングࢤームࠖを行う。 

 

単元ࡢ流れ 

 

主࡞学習活動 

・異学年合同ࡢ学び 

・自律した個ࡢ学び 

・遠隔合同ࡢ学び 

 

授業時数 

１ 願いを࡟࡜ࡶ Unit 

Goal を明確ࡿࡍ࡟。 

㸰 What do you want? 

 。ࡴ親しࢀ慣࡟

㸱 ࢜ࣜࣝࢼࢪパフ࢙

を作ࡿ。 

㸲 ࠾互いࡢパフ࢙を

発表し合う。 

・Lesson Goal  㺡㺼ﾓ㺻㺛㺢㺸㺎㺚ࡿࡀ繋࡟

㺌㺻を視聴し࡚イ࣓ーࢪを持ࡘ。 

࣭自律した個ࡢ学び 㸯 

C࣭hant し࡚“What do you want࡜
～？ I want ～. ” を行う。 

࣭自律した個ࡢ学び 㸱 

࣭売ࡾ手,買い手࡟分࡚ࢀ࠿，英語

࡛㺪㺷㺎㺠࣭㺚㺌㺍㺩㺽㺻㺖㺼㺗㺼㺎ﾑを行う。 

࣭自律した個ࡢ学び 㸯 

࣭作ࡗたパフ࢙を発表し合い，学

習ࡢまࡵ࡜をࡿࡍ。 

࣭自律した個ࡢ学び 㸯 

 

 

 

 

 
 

写真㸯

 

 

写真㸰

 

 

写真㸱

HRT ࡜ ALT  ࡿࡼ࡟
 トークࣝࢹࣔ

小学校 

        

 
 

Let’s Chant で “What do 
you want～? ” ࡟慣ࢀ親しࡴ 

 
 

 
 

 
 

異学年合同ࡢ学び 自律した個ࡢ学び 

売ࡾ手࣭買い手࡟分ࢀ࠿ 
英語࡛やࡾ࡜ࡾしࡽࡀ࡞ 
果物ࡢ売ࡾ買いをࡿࡍ 

遠隔合同ࡢ学び 

子࡝もࠕࡢ願いࠖをもとにした外国語活動 

実践スタイル 㺀願い㺁をもとに，児童が充実したコミࣗニケ࣮シࣙンを図ࡿ外国語活動 

本時ࡡࡢらい 

主に活用した教材・コンࢸンࢶ・ICT機器等とそࡡࡢらい 

教材等 

 らいࡡ

ձ教科書 Let’s Try 2 ࢪࢹタࣝ教材  Let’s Chant  What do you want？  

ղ英単語(果物)フラッシュカーࢻ ճ果物カー࣭ࢻ模擬硬貨 մワークシート  

 

△△△△△

△

△
△
△

ձWhat do you want？ࡢ言い方࡟慣ࢀ親しࡴ ղ果物ࡢ英単語࡟慣ࢀ親しࡴ 

ճ本当ࡢ場面をイ࣓ーࢪし࡚やࡾ取ࡾを行う  մ学びを積ࡳ重ࡿࡡ  

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者ࡢユニࢺࢵとそࡢ意図 

北相木村立 

北相木小学校 
４年 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例Ȕ 



 

 

“Let’s make original parfait～！͇࡜声を࡜ࡿࡅ࠿，子ࡶ࡝たちࠕࡣイ࢚～イ！ࠖ࡜反応をࡿࡍ。毎時間う

いう࡜ࠖࡿパフ࢙を作ࡢࡅࡔ自分ࠕ，ࡣࡢࡿࡍ反応࡟しそうࢀ Unit Goal を子ࡶ࡝たちࡀ心ࡽ࠿楽しࡳし࡚

いࡔࡽ࠿ࡿ。本時ࡣそࡢた࠾ࡢࡵ買い物をࡿࡍ時間。自分ࡢࡅࡔパフ࢙を作ࡿた࡟ࡵ，フࣝーࢶを買い物ࡍ

 。ࡔ時間ࡿ

࡜HRT，ࡵࡌࡣ ALT࡛買い物ࣔࢹࡢンストࣞーションを行ࡗた。内容ࡣ㸰パターン。ࡘま࡞ࡽそう࡟買う例

Bad point。ࡔ買う例࡟楽しそう࡜ ࡜ Good point を子࡟ࡶ࡝聞くࠕ࡜楽しそう࡞ࡷࡌい。ࠖࠕ目を見࡚い࡞い。ࠖ

 Loud & Clear࣭Try & Enjoy/Eye，ࡣ買い物࡛ࡢた。そし࡚，今日ࡁ出࡚ࡀた課題ࡅ向࡟本時࡟ࡄࡍ࡝࡞

contact/Listen ͆，後ࡢた。そࡁ࡛ࡀ࡜こࡿ考え࡜たいࡁい࡚ࡅࡘ気を࡟ Let’s do a shopping～！͇ࡢ声࡟元

気ࡼく反応した子ࡶ࡝たちࡣ，思い思いࡢフࣝーࢶを買い࡟行ࡗた。 

Ｊ児ࡣ，いࡣࡶࡘ元気ࡀࡔ緊張し࡚しまう࡜うまく話ࡍこ࡞ࡁ࡛ࡢ࡜いこࡢ࡜あࡿ子࡛あࡿ。店員役ࡢ友

そࠕ࡟声ࡢそ。ࡿࡅ࠿やさしく声を࡜ࡗそࡀ子ࡢࡾ周，࡜ࡿい࡚ࡗ戸惑ࡎ前࡛緊張し，うまく言い出せࡢちࡔ

ࠖ。࠿ࡗ  。たࡗい࡛ࢇ安心し࡚買い物を楽し，࡜ࡿࡍ反応࡟しそうࢀう࡜

Ｔ児ࡣ，自分ࡢ考えたパフ࢙࡟強い思いを࡚ࡗࡶいた。買ࡁ࡚ࡗたフࣝーࡢࢶカーࢻを本物ࡼࡢう࡟扱い，

自分ࡢシート࡟貼࡚ࡗいた。ࠕ俺ࡆࡍࡢーパフ࢙。ࡶうち࡛࡜ࡗࡻ完成ࡔ。ࠖ 向࡟買い物ࡢ次࡟しそうࢀう࡜

 。たࡗ行࡚ࡗ࠿

 㸯回目ࡢ買い物ࡀ終わࡗた時，児童を指名し࡚，参考ࡿ࡞࡜児童ࡢやࡾ取ࡢࡾ Demonstration を行ࡗた。

子ࡶ࡝たち࡛ࡅࡔやࡿ Demonstration Reactionࠕࠖ。ࡿし࡚いࡾࡁࡗࡣࡀ声ࠕࡶ子ࡢࡾ周，ࡾ新鮮࡛あࡣ ࡍࡀ

 。たࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡆ࡞ࡘ࡟課題ࡢࡵくし࡚いくたࡼ࡟ࡽ外国語表現をさࡢ自分，࡜࡝࡞しいࠖࡽࡤ

 㸰回目ࡢ買い物ࡶ終わࡾ，Reflection を書い࡚いࡿ時，Ｒ児ࠕࡀ次ࡢ発表ࡀ楽しࡳ～。ࠖ 。ぶやい࡚いたࡘ࡜

うࢁࡔい࡞ࡣ࡛ࢀ現ࡢ࡜いたこ࡚ࡗ据わ࡜ࡾ࠿ࡗしࡀいう単元を通した目標࡜ࠖࡿパフ࢙を作ࡢࡅࡔ自分ࠕ

最後ま࡛継続し࡚いく，そࡣ意欲ࡢたちࡶ࡝子，࡛࡜単元を構成したこ࡟࡜ࡶ願いࠖをࠕࡢたちࡶ࡝子。࠿

   。たࡗた授業࡛あࡗࡽࡶせ࡚ࡤを学࡜こ࡞ࢇ

 

 

 

࣭子ࡶ࡝たちࠕࡢ願いࠖ࡟沿ࡗた題材設定ࡁ࡛ࡀたこ࡛࡜子ࡶ࡝たちࡢ活動意欲ࡀ高まࡾ，子ࡶ࡝

 。考えた࡟一緒࡜あ࡚や学習活動，Toこぐと’s Goぐせ / Toこぐと’s Poじnっ を児童ࡵࡢ࡚ࡗ࡜࡟

対話内容をࡿ࡞࡜ࣝࢹ࣭ࣔ Chant やࢤームを繰ࡾ返し慣ࢀ親しࡔࢇこ࡛࡜，一人一人ࡢ子ࡀࡶ࡝自信を

 。たࡗ࡞࡜ࡢࡶ充実したࡀーション活動ࢣコ࣑ュニࡢ英語࡛，ࡾ࡞࡟うࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡍ表現࡚ࡗࡶ

評価ࡢ観点 Listen/Loud & Clear/Try & Enjoy/Eye contact ࡾ࡜ࡾやࡢ二往復以上，࡚ࡅࡘ気を࡟

をࡿࡍこࡁ࡛ࡀ࡜た࠿。 

具体的変容 
フࣝーࢶカーࢻや࠾金ࡢ模型を使い買い手࣭売ࡾ手࡟分ࢀ࠿たショッࣆングࢤームを

行ࡗたこ࡜，Today’s Point㸦Listen/Loud & Clear/Try & Enjoy/Eye contact 㸧を意

識したこࡾࡼ࡟࡜，買い手ࡣ自分ࡢ欲しいࡢࡶを࡚いࡡい࡟伝えࡼう࡜し，売ࡾ手ࡣ

注文内容を正確࡟聞ࡁ取ࢁうࡿࡍ࡜こࡁ࡛ࡀ࡜，二往復以上ࡢやࡾ取ࡾを楽し࡛ࢇ行

うこࡁ࡛ࡀ࡜た。 

活用効果㸦アセスメンࢺ㸧 

児童生徒ࡢ学び㸦ࠕ願いࠖをもとにした学習におけࡿ子࡝もたちࡢ学びにࡼせて㸧 

実践ࡢ手応え㸦エビࢹンス㸧 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 北相木ࡢ好࡜࡞ࡁこࢁや欲しいࡢࡶ等ࡘ࡟い࡚考えをࡗࡶた子ࡶ࡝たちࡀ，考えを語ࡾ合う Group Talk 場面ࡢ

࡛，教師࡜児童࡛࡜行う Demonstration ࡛活動ࡢ見通しをࡶち，友ࡢやࡾ取ࡢࡾ良さを共有しࡽࡀ࡞繰ࡾ返し

Group Talk をࡿࡍこ࡜を通し࡚，相手࡟伝わ࡚ࡗい࠿ࡿ確認しࡽࡀ࡞話したࡾ Reaction を示しࡽࡀ࡞聞いたࡿࡍࡾ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ཮方向ࡢ生ࡁたコ࣑ュニࢣーション活動ࡼࡿ࡞࡜う࡟，子ࠕࡢࡶ࡝願いࠖをࠕ࡟࡜ࡶ夢ࡢ北相木マッ

プを作࡜ࠖࡿいう Unit Goal を設定し，好࣭ࡁあ࡞，ࡿい࣭欲しい等ࡢ表現࡟ Chant で慣ࢀ親しࡳ，

Reaction や質問ࡢ仕方ࡘ࡟い࡚ࡶ確認しࡽࡀ࡞，北相木村ࡘ࡟い࡚英語࡛ Group Talk を行う。 

 

単元ࡢ流れ 

 

主࡞学習活動 

・異学年合同ࡢ学び 

・自律した個ࡢ学び 

・遠隔合同ࡢ学び 

 

授業時数 

１ 願いを࡟࡜ࡶ Unit 

Goal を明確ࡿࡍ࡟。 

㸰 好ࡁ,あ࡞/ࡿい，欲

しい等ࡢ表現࡟慣

 。ࡴ親しࢀ

㸱 北相木ࡢ好࡜࡞ࡁ

こࢁ,欲しいࡢࡶを

伝え合う。 

㸲 夢ࡢ北相木マップ

をࡘくࡾ伝え合う。 

・Lesson Goal  㺡㺼ﾓ㺻㺛㺢㺸㺎㺚ࡿࡀ繋࡟

㺌㺻を視聴し࡚イ࣓ーࢪを持ࡘ。 

࣭自律した個ࡢ学び 㸯 

࣭Chant,英語ࣔࢪュー࡛ࣝ What 

do you like？を行う。 

࣭Reaction や質問ࡘ࡟い࡚。 

࣭自律した個ࡢ学び 㸲 

࣭北相木村ࡘ࡟い࡚英語࡛ Group 

Talk を行う。 

࣭自律した個ࡢ学び 㸯 

࣭夢ࡢ北相木マップをࡘくࡾ上ࡆ，

学習ࡢまࡵ࡜をࡿࡍ。 

࣭自律した個ࡢ学び 㸰 

 

 

 

小学校 

        

６年 

    

異学年合同ࡢ学び 自律した個ࡢ学び 遠隔合同ࡢ学び 

子࡝もࠕࡢ願いࠖをもとにした外国語活動 

実践スタイル 㺀願い㺁をもとに，児童が充実したコミࣗニケ࣮シࣙンを図ࡿ外国語学習 

本時ࡡࡢらい 

主に活用した教材・コンࢸンࢶ・ICT機器等とそࡡࡢらい 

写真㸯

教材等 

 らいࡡ

ձ教科書 We Can 2  ࢪࢹタࣝ教材  １ごっ’s （しぐnっ  What do you like？  

ղ北相木村ࡢ拡大地図 ճワークシート 

 

△△△△△

△

△
△
△

ձWhat do you like？ࡢ言い方࡟慣ࢀ親しࡴ 

ղイ࣓ーࢪを広ࡽࡀ࡞ࡆコ࣑ュニࢣーションを行う  ճ学びを積ࡳ重ࡿࡡ 

 

△△△△△

△

△
△
△

 

 

写真㸰

学習者ࡢユニࢺࢵとそࡢ意図 

 

 

写真㸱

教師࡜児童ࡿࡼ࡟ 
Demonstration 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例ȕ 

ࠗ夢ࡢ北相木マップ࠘を 
作ࡿたࡢࡵ Group Talk 

北相木村立 

北相木小学校 

授業ࡢࡵࡌࡣ Small Talk 
 ࠖ？ࡣࡢࡶ欲しい࡟家ࠕ



 

 

願いࡢ出たこࡽ࠿たちࡶ࡝子࡟㸯学期ࡢたいࠖ６年生ࡾ࡞࡟うࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜こ࡞うࡼࡢ英語࡛日常会話ࠕ 

を実現࡭ࡿࡍく，毎時間ࡢ授業ࡢ冒頭や英語ࣔࢪューࣝࡢ中࡟ talk 英語࡛伝え合うこ，ࢀ時間を数多く入ࡢ

ࡎまࡣた。本時ࡁし࡚ࡽ抵抗を減ࡢへ࡜ Small Talk し࡚࡜ What do you want in your house？をテーマ࡟教

師対教師ࡢ talk を視聴させ，そࡢ後教師対児童，児童対児童࡛ࡢ talk へ࡜移行した。児童対児童ࡢ talk ࡟

 。たࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡵ話し始࡜͇？さま͆What do you want in your houseࡄࡍࡣたちࡶ࡝た瞬間，子ࡗ࡞

Today’s Point 共有ࡢ場面࡛ࡣ，教師対教師ࡢ bad model を見せた後，児童ࡢ願いࠕ今日࠘ࡿࡀ࡞ࡘࠗࡣ会

話をしたいࠖࡢ実現ࡣ࡟何ࡀ必要࠿を問うた。児童ࡣࡽ࠿，話し手࡜し࡚ࠕࡣ確認しࡽࡀ࡞ gestureࠕࠖ を入

ࡾくࡗゆࠕ返し࡚ࠖࡾ繰ࠕ࡚ࠖࢀ  ント（hint to enjoyࣄࡿࡆ࡞ࡘ会話をࠕࡣし࡚࡜手ࡁ聞，࡜こࡿࡅ気を付࡟࡝࡞ࠖ

talking 㸧を使࡚ࡗ reactionࠕࠖ を示し࡚ࠖ࡟࡝࡞気を付࡜ࡿࡅ出さࢀ，児童ࡢ言葉࡛ Today’s Point を設定

 。たࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡍ

࣓インࡢ活動࡟入ࡿ前ࡣ࡟，対話ࡢ見通しをࡘࡶた࡟ࡵ，教師㸰名࡜児童㸰名࡛ࡢ demonstration を行ࡗ

た。demonstration 緊張࡟次第，ࡀ発話し࡚いた࡟ままࡿࢀ促さ࡟教師ࡢࡽ傍ࡣࡵࡌࡣ，ࡣ参加した児童࡟

た。demonstrationࡗ࡞࡟うࡼࡿࡍ発話࡛ࢇ言葉を選ࡽ自ࢀࡄほࡀ ࡿࢀ慣࡟会話ࡣ࡚ࡗ࡜࡟参加した児童࡟

場ࡾ࡞࡜，見࡚いた児童ࡣ࡚ࡗ࡜࡟，友ࡔちࡀ参加したこ࡛࡜，自分࡜࡜ࡈし࡚ࡽ࡜えࡿこࡿࡁ࡛ࡢ࡜場面

 。たࡗ࡞࡜

࣓インࡢ Group Talk たࡁ࡚ࡗ使࡟ま࡛ࢀこ，ࡶࡽࡀ࡞戸惑いࡣたちࡶ࡝㸯回目。子ࡢ hint to enjoy talking

を利用しࡽࡀ࡞，知࡚ࡗいࡿ英単語を最大限活用し࡚やࡾ取ࡾを行࡚ࡗいた。“ I want an animal café.” 
“ Why？” “I animal love love.” “ I like animal？㸦教師㸧͇ “Yes. I like animal！” ࡝࡞，た࡝た࡝しい࡞

ーションࠖࢣたコ࣑ュニࡁ生ࡢ཮方向ࠕࡍ目指ࡢ本校，ࡣ姿ࡿࡍ࡜うࡼーションをしࢣ英語࡛コ࣑ュニࡶࡽࡀ

ࡢた。㸰回目ࡁ࡛ࡀ࡜こࡿ見࡜形ࡢࡘ࡜ࡦࡢ group talk 前ࡢ姿を全体ࡢをした児童ࡾ࡜ࡾやࡢ前述，࡟前ࡢ

࡛紹௓し，そࡢ良さを共有ࡿࡍ場を設ࡅた。ࠕ，࡜ࡿࡍ㸰回目ࡢ group talk たࠖࡁ࡛ࡀ発話࡟積極的ࡾࡼࡣ࡛

実感し，reflectionࡀ児童ࡢ多く࡜  。を記し࡚いた࡜こࡢそࡶ࡟

 

 

評価ࡢ観点 自立した個ࡢ学びを土台࡟，཮方向ࡢ生ࡁたコ࣑ュニࢣーション࡚ࡗ࡞࡜いた࠿。 

具体的変容 
こࢀま࡛進࡛ࢇ会話࡟入࡚ࡗいくこ࡟ࡁ࡛ࡀ࡜くࡗ࠿た児童ࡶ hint to enjoy talking

を利用し࡚会話࡟参加ࡿࡍこ࡚ࡁ࡛ࡀ࡜いた。ࠕ質問࡜答え࡛ࠖ途ษ࡚ࢀしまうこ࡜

姿やࡿࡍ࡜話そう࠿࡜ࢇ࡞英語࡛ࡿい࡚ࡗ知，ࡾ࡞࡟うࡼࡿࡀ࡞ࡘࡀた会話ࡗ࠿多ࡀ

実感ࡢこࡗࡶた reaction をࡿࡍ姿ࡀ増えた。 

 

 

・子ࡶ࡝たちࠕࡢ願いࠖ࡟沿ࡗた題材設定ࡁ࡛ࡀたこ࡛࡜子ࡶ࡝たちࡢ活動意欲ࡀ高まࡾ，子ࡶ࡝

 。たࡁ࡛ࡀ࡜こࡿ考え࡟一緒࡜あ࡚や学習活動，Today’s Goal/Today’s Pointを児童ࡵࡢ࡚ࡗ࡜࡟

࣭単元ࡿ࡞࡜ࣝࢹࣔࡢ対話ࡢ内容をChant や英語ࣔࢪューࣝを繰ࡾ返し慣ࢀ親しࡔࢇこ࡛࡜，一人一人

ーション活動ࢣたコ࣑ュニࡁ生ࡢ཮方向，ࡾ࡞࡟うࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡍ表現࡚ࡗࡶ自信をࡀࡶ࡝子ࡢ

 。たࡗ࡞࡟うࡼࡿࢀࡽ見ࡀ

児童生徒ࡢ学び㸦経験ࡢ積み重ࡡを大切にした学びにࡼせて㸧 

活用効果㸦アセスメンࢺ㸧 

実践ࡢ手応え㸦エビࢹンス㸧 



 

 

 

 

 

 

 

 

 中学生議会࡛発表ࡿࡍ再質問を確ࡿࡵ࠿場面࡛，他ࡢ班ࡢ構想を聞いたࡾ，意見交換をしたࡾしたこ

い方ࡼࡾࡼ，࡟ࡵたࡿࡍ࡟い村ࠖࡍやࡳ༡牧を住ࠕ，活動を通し࡚ࡍ再質問を見返ࡢ自分たち，࡟を元࡜

向を話し合いࡽ࠿再質問を作成ࡿࡍこࡿࡁ࡛ࡀ࡜。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議会提案を行う࡟あたࡾいくࡢ࠿ࡘ班࡟分࡚ࢀ࠿構想を考えた。㸱学年生徒ࡣ全体࡛ 32人࡛あ16，ࡀࡿ人

カフ࢙方ࢻい。そこ࡛，学年全員࡛ワーࣝ࡞少ࡀ機会ࡿࢀ触࡟考え方࡞多様，ࡾ࠾࡚ࢀ࠿分࡟㸰クラスࡘࡎ

式を取ࡾ入ࢀ，そࢀࡒࢀ個人ࡢ考え方や意見を出し合い，短時間࡛共有࡛ࡼࡿࡁう࡟設定した。 

単元ࡢ流れ 主࡞学習活動 異学年合同ࡢ学び 

自律した個ࡢ学び 

遠隔合同ࡢ学び 

授業時数 

㸯 提言案を考えࡿ ࣭調査を行い，提言案を作成。 

࣭提言案を友࡜伝え合う。 

自律した個ࡢ学び 

 

㸱 

㸰 提言案を見直し，伝

えࡼう 

࣭友ࡢ࡜意見交換をཷ࡚ࡅ，再度

提言案を見直ࡍ。 

࣭提言ࡢたࡢࡵ情報収集を行う。 

㸲 

࣭提言を作成し，村࡟提出ࡿࡍ。 

࣭村ࡢ回答をふまえ࡚，再質問を

検討ࡿࡍ。 

࣭まࡵ࡜た資料や提言案を友࡜伝

え合う。 

࣭中学生議会࡚࡟提案を行う。 

６ 

㸱 振ࡾ返ࡾ，まࡵ࡜ ࣭地域社会ࡢ一員࡜し࡚ࡢ生ࡁ方

を見ࡿࡵࡘ。 

㸯 

主に活用した教材・コンࢸンࢶ・ICT機器等とそࡡࡢらい 

教材等 

 らいࡡ

中学校 

        

ワーࣝࢻカフ࢙方式㸦学習形態㸧 

付箋㸦青，赤，黄㸧，࣍ワイトボーࢻ 

 

△△△△△

△

△
△
△

少人数ࡢ前࡛ࡢ࡞発言しやࡍく，また相手ࡢ࡜距離ࡶ近く，話を聞い࡚ࡽࡶいやࡍ

い環境ࡢたࡵ，自分ࡢ思ࡗた意見を言いやࡍい。また付箋を使用ࡿࡍこ࡛࡜賛成࡞

 。いࡍやࡾ࠿わ࡟手ࡅཷ࠿ࡢࡿあࡀイスࣂࢻア，࠿ࡢ

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者ࡢユニࢺࢵとそࡢ意図 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同ࡢ学び 自立した個ࡢ学び 遠隔合同ࡢ学び 

地域ࡢ特色を生かした総合的࡞学習ࡢ時間 

実践スタイル ふࡿさと༡牧について考え，中学生議会にて提案を行う 

本時ࡡࡢらい 

༡牧村立 

༡牧中学校 
３年 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑩ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 㸱年間ࡢ総合的࡞学習ࡢ時間ࡢ集大成࡜し࡚，༡牧村ࡢ村当局࡜村議会議員࡟向࡚ࡅ提案࡜ࡿࡍいう

相手意識を࡚ࡗࡶワーࣝࢻカフ࢙方式࡛本時授業を行ࡗた。ࠕこࡢࡽ࠿ࢀ༡牧村ࡢ未来 ࡢいうテーマࠖ࡜

い࡚提案ࡘ࡟作成ࡢパンフࣞットࡢ村ࡿࡼ࡟中学生，ࡣい࡚質問を考えた班࡛ࡘ࡟産業ࠖࠕࡢ村，࡜ࡶ

した。提案ࡣ࡟スマ࣍を活用したスタンプラࣜーや季節毎ࡢラࣜーࡢ提案，特඾㸦景品㸧࣭ スタンプࢹザ

インࡢ࡝࡞具体的࡞内容ࡘ࡟い࡚，そࢀࡒࢀ他ࡢ班ࡢ視点ࡽ࠿意見交流ࡁ࡛ࡀた。 

元ࡢ班࡟戻ࡾ，意見ࡢ再検討をࡿࡍ場面࡛ࡣ，農産物や酪農製品ࡢ売ࡾ上࡟ࡆ貢献࡛࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡁい

い࡞ࡁ࡛ࡣした観光開発࠿話合いや，自然環境を活ࡿࡍ࡜うࡼࢀ入ࡾ取，ࡽ࠿意見書ࡢ班ࡢいう他࡜࠿

ࡽ見ࡀ姿ࡿࡍ議論࡜࠿い࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡁ࡛࡟参考ࡀ考え方ࡢムࢬーࣜࢶコ࢚，ࡽ࠿いう意見書࡜࠿うࢁࡔ

 。たࢀ

振ࡾ返ࡢࡾ場面࡛ࠕ，ࡣ自分ࡢ班ࡢ考え以外ࡶ࡟，他ࡢ班࡜重࡜ࡿ࡞こࢁや，他ࡢ班ࡢ考えࡶ取ࡾ入ࢀ

࡚修正し࡞く࡚ࡣい࡞ࡅいこࡶ࡜あࡿこࡀ࡜わࡗ࠿たࠖ࡜いう意見や，ࠕ自分ࡢ班ࡢこ࡞ࡣ࡛ࡅࡔ࡜く，

他ࡢ班ࡢ意見ࡶ取ࡾ入࡚ࢀ，色々࡞人࡚ࡗ࡜࡟住ࡳやࡍい村ࡼࡿ࡞࡟う࡞提言案࡟仕上࡚ࡆいࡁたいࠖ

 。たࡗあࡀ姿ࡿࡍ࡜良い方向性を考え࡚いこうࡾࡼ，いう࡜

 

 

評価ࡢ観点 他ࡢ班ࡢ意見を聞いたࡾ，意見交換をしたࡾしたこ࡜を基࡟，自分たちࡢ意見㸦再質

問書㸧を見直ࡍ活動を取ࡾ入ࢀたこࠕ，ࡣ࡜住ࡳやࡍい村ࠖࡿࡍ࡟たࡣ࡟ࡵ，様々࡞

視点ࡽ࠿物事を考え，多くࡢ人ࡢ立場࡟立ち，ࡼࡾࡼい方向性を考え࡚いく必要ࡀあ

 。࠿たࡁ࡛ࡀ࡜気࡙くこ࡟࡜こࡿ

具体的変容 
友ࡢ意見をཷࡅたこ࡚ࡗࡼ࡟࡜，違う視点ࡽ࠿自分たちࡢ意見㸦再質問㸧を見直ࡍこ

 。たࡁ࡛ࡀ࡜

 

 

 

地域ࡢ特色を生࠿した総合的࡞学習ࡢ時間࡜し࡚，㸱年間ࡾࡀ࡞ࡘࡢを意識した単元を展開した。村

ち，誇ࡶをࡳ親し࡟࡜さࡿふ，ࡣ࡜たこࡁ学習し࡚ࡽ࠿いうゴーࣝを設定し，㸯年生࡜発信し࡚いく࡟

合い，地ࡁ向ࡶ࡟諸問題ࡢた地域ࡗい࡜少子高齢化や過疎化，࡟いた。同時࡚ࢀ表࡟姿ࡿ語࡚ࡗࡶをࡾ

域ࡢ一員࡜し࡚村ࡢ将来を考えࡿこࡗࡀ࡞ࡘ࡟࡜た。 

 

写真㸯

 

写真㸰

 

写真㸱

写真㸯：㸱学年合同࡛ࡢ議会࡟向ࡅ

た事前学習ࡢ様子。㸦9᭶㸧 
写真㸰：再質問を考え࡚いく場面࡛

 様子。㸦本時㸧ࡢ意見交換ࡢ
写真㸱：中学生議会ࠕ，࡚࡟住ࡳや

い࡚ࡘ࡟ࠖࡾい村࡙くࡍ

提言を行う様子。㸦10᭶㸧 

児童生徒ࡢ学び㸦༡牧中学校３年生ࡢ学びにࡼせて㸧 

活用効果㸦アセスメンࢺ㸧 

実践ࡢ手応え㸦エビࢹンス㸧 



 

 

 

 

 

 

 

 

㸱桁ࡢたし算ࡁࡦ算ࡢ方法を学ࡔࢇ子ࡶ࡝たちࡀ，手良小学校㸰年生࡟ࡶ࡜࡜，自分たち࡛考えた穴

埋ࡵ問題を出し合い，考えた過程を発表し合うこ࡜を通し࡚，㸦㸰位数㸧み㸦㸰位数㸧ࡢ筆算ࡢ穴埋ࡵ問

題を解く方法を理解ࡿࡍこࡿࡁ࡛ࡀ࡜。 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流先࡛あࡿ，同ࡌ中学校区ࡢ手良小学校ࡢ㸰年生12，ࡶ 人࡜手良小学校ࡢ中࡛ࡶ少人数࡞クラス࡛

あࡿ。こࢀま࡛ࡶ࡟㸰時間目休࠾࡟ࡳ互いࡢ近況を報告し合ࡗたࡾ，図工࡛ࡘくࡗた作品を紹௓し合ࡗ

たࡿࡍࡾ活動を行ࡾ࠾࡚ࡁ࡚ࡗ，今後ࡶ，同ࡌ課題࡛図工ࡢ作品をࡘくࡾ，発表し合う場面や，国語ࡢ

同ࡌ課題ࡢࡶࡢを共有し合う場面を考え࡚いࡿ。 

今回ࡢ算数ࡢ学習࡛ࡣ，そࡢࢀࡒࢀ学校࡛，くࡾ上ࡢࡾࡀあࡿたし算，くࡾୗࡢࡾࡀあࡁࡦࡿ算ࡢ計

算ࡢ学習を進ࡁ࡚ࡵたうえ࡛，単元ࡢ終ᮎ段階࡛二校合同ࡢ学習場面を設定ࡿࡍ。特࡟本時࡛ࡣ，□を

用いた穴埋ࡵ計算を扱う。高度࡞学習内容ࡿ࡞࡜たࡵ，問題ࡣ࡚ࡗࡼ࡟解くこࡀ࡜難しいࡶࡢࡶ出࡚く

手良小学校，࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ姿を期待ࡴ組ࡾ取࡟問題解決࡚ࡗ協力し合，࡚ࡗま࡜ま࡜仲間ࡢクラス。ࡿ

伝えた࡟相手࡜考えを堂々ࡢ自分，ࡾたࢀ触࡟考え࡞多様࡟ࡽ中࡛，さࡿࡵ学習を進ࡢ࡜たちࡶ࡝子ࡢ

 。たいࡁい࡛ࢇ育࡟ࡽ力をさࡿࡍࡾたࡵ深ࡾたࡆを広ࡾ関わࡢ࡜を通し࡚，人࡜こࡿࡍࡾ

 

単元ࡢ流れ 

 

主࡞学習活動㸦単元終ᮎ段階㸧 

・異学年合同ࡢ学び 

・自律した個ࡢ学び 

・遠隔合同ࡢ学び 

 

授業時数 

既習ࡢ㸰位数ࡢ

加減ࡢ筆算ࡢ仕組

上ࡾを用い࡚，くࡳ

ࡾࡀୗࡾやくࡾࡀ

ࡢ場合ࡿ㸰回あࡀ

加減ࡢ筆算ࡢ仕方

㸦全 12 時間中第 9時㸧 

࣭筆算ࡢ穴埋ࡵ問題࡟挑戦ࡿࡍ。 

 

࣭自律した個ࡢ学び 

穴ࡢࡘや㸰ࡘ㸯ࡀ数ࡢ□→

埋ࡵ問題を，くࡾ上࣭ࡾࡀ

くࡾୗ࡟ࡾࡀ気を࡚ࡅࡘ

解くこࡿࡁ࡛ࡀ࡜。 

㸯 

㸦全 12 時間中第 10時㸧 

࣭相手校࡟解い࡚ࡽࡶいたい筆算ࡢ

穴埋ࡵ問題を考えࡿ。 

࣭自律した個ࡢ学び 

→穴埋ࡵ問題をࡘくࡾ，そ

範ᅖ࡛計算࡛ࡢ既習ࡀࢀ

㸯 

小学校 

        

２年 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同ࡢ学び 自律した個ࡢ学び 遠隔合同ࡢ学び 

算数ࡢ授業࡛他校と交流しࡼう 

実践スタイル 交流活動ࡢ発展としてࡢ教科㸦算数㸧におけࡿ遠隔合同ࡢ学び 

本時ࡡࡢらい 

主に活用した教材・コンࢸンࢶ・ICT機器等とそࡡࡢらい 

教材等 

 らいࡡ

ワークシート，電子黒板，iPad，ＴＶ会議システム㸦Zoom㸧 

映像࡜音声࡛ࡢ情報ࡢ交換࣭共有ࡿࡁ࡛ࡀ場面を設定し，普段ࡢࡽ࠿交流先࡛あࡿ

手良小学校ࡢ子ࡶ࡝たち࡜問題を出し合ࡗたࡾ，考えた過程を発表し合ࡗたࡾさせ

 。ࡿࡍ࡟うࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜こࡿ伝え࡟相手࡟考えを意欲的ࡢ自分，࡛࡜こࡿ

学習者ࡢユニࢺࢵとそࡢ意図 

伊那市立 

新山小学校 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑪ 



を，児童自身࡟見い

 。ࡿࡍ࡟うࡼࡿせࡔ

さ࡟ࡽそࡢ発展

し࡚，㸦㸱位数㸧࡜

㸫㸦㸰位数㸧࡛百ࡢ

位ࡽ࠿くࡾୗࡾࡀ

，い筆算を扱い࡞ࡢ

計算を確実ࡢࡶ࡞

 。し࡚いく࡟

࣭自分たち࡛ࡶ解い࡚いく中࡛，問

題ࡢ解ࡁ方をまࡿࡵ࡜。 

ࡵ࠿を確࠿う࡝࠿ࡢࡿࡁ

 。ࡿ

㸦全 12 時間中第 11時㸧 

出࡜問題を相手校ࡵた穴埋ࡗくࡘ࣭

し合い，問題ࡢ解ࡁ方や考え方を

共有ࡿࡍ。 

࣭遠隔合同ࡢ学び 

→穴埋ࡵ問題を正しく計算

し，そࡢ理由を説明ࡿࡍこ

 。ࡿࡁ࡛ࡀ࡜

㸯 

㸦全 12 時間中第 12時㸧 

࣭学習内容をふ࠿ࡾえࡾ，学ࡔࢇこ

 。ࡿࡵ࡜ま࡟ࡾ࡞を自分࡜

࣭自立した個ࡢ学び 

→学習内容をふ࠿ࡾえࡾ，

学ࡔࢇこ࡜を自分࡟ࡾ࡞

まࡿࡵ࡜こࡿࡁ࡛ࡀ࡜。  

㸯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段ࡽ࠿ TV交流し࡚いた上，遠隔授業ࡶ 3 回目ࡾ࡞࡜，最初ࡽ࠿打ち解ࡅた様子࡛授業ࡀ進ࡔࢇ。自

分ࡢ作ࡗた問題を相手ࡢ学校ࡢ友ࡔちࡀ解い࡚く࡜ࡿࢀいうこ࡛࡜，興味を࡚ࡗࡶ解く様子を見࡚ࡾ࠾，

学習意欲ࡢ高まࡾを感ࡌた。計算方法ࡢ共有࡛ࡣ，難しい問題࡟対し࡚，相手校ࡢ児童ࠕࡀ繰ࡾୗࡾࡀ

をした後ࡢ数字を先࡟考え࡜ࠖࡿいう，本校児童ࡀ発表した計算方法を参考࡟し࡚問題を解いたこ࡜を

発表した。本校ࠕࡶࡽ࠿一ࡢ位ࡽ࠿順࡟考え࡜ࠖࡿ，明文化し࡚い࡞い部分を意識࡛ࡁた࡜いう声ࡀ上

共有࡟互い࠾部分をࡢそ，ࡵたࡿく࡚ࡗ࡞異ࡣ点ࡿࡍ点や注意ࡿࡍ注目，࡚ࡗࡼ࡟た。学校࣭学級ࡗࡀ

い，考࡞࠿付࡟身ࡣ࡛ࡅࡔࡿࡍ計算練習をࡶた。何度ࡗ࡞࡜ࡾࡀ広ࡢ考えࡢたちࡶ࡝子，ࡣ࡜たこࡁ࡛

え方ࡢ質を上ࡿࡆ時間ࡗ࡞࡜たࡼう࡟思う。 

 

 

 

協力し合࡚ࡗ問題解決࡟取ࡾ組ࡳ，相手校ࡢ子ࡶ࡝たちࡢ࡜学習を進ࡿࡵ中࡛，多様࡞考え方࡟触ࢀ

たࡾ，自分ࡢ考えを堂々࡜相手࡟伝えたࡿࡍࡾ場面ࡀ多くࢀࡽࡳたこࡽ࠿࡜，こࡼࡢう࡞取組ࡣ，人࡜

 。ࡿいえ࡜ࡿ上࡛有効࡛あࡴ力を育ࡿࡍࡾたࡵ深ࡾたࡆを広ࡾ関わࡢ

評価ࡢ観点 本時ࡢ共同追究ࡢ場面࡛ࡣ，各校ࡢまࡵ࡜を共有し，ࡾࡼ確࡞࠿まࡵ࡜をࡘく࡜ࡿい

う࡜こ࡛ࢁ，遠隔交流をࡿࡍ良さࢀࡽࡳࡀた࠿。 

具体的変容 

ＴＶ会議システム㸦 Zoom 㸧を活用ࡿࡍこ࡛࡜，相手側ࡢ問題ࡢ解ࡁ方ࡽ࠿学ࡾࡔࢇ，

自分たちࡀ思ࡗたこ࡜を伝えあࡗたࡾし࡚，新た࡞視点ࡾࡼࡽ࠿確࡞࠿まࡵ࡜を作ࡗ

࡚いくこࡁ࡛ࡀ࡜た。 

写真㸯：相手校ࡽ࠿出さࢀた問題

を本校児童ࡀ解い࡚い

 。ࡿ

写真㸰：本校児童ࡀ作ࡗた問題を

相手校児童ࡀ解い࡚いࡿ

様子を見࡚いࡿ。 

写真㸱：そࡢࢀࡒࢀ問題を解ࡁ合ࡗ

た後࡟，そࡢ方法や考え方

を共有し合࡚ࡗいࡿ。 

   

児童生徒ࡢ学び 

活用効果㸦アセスメンࢺ㸧 

実践ࡢ手応え㸦エビࢹンス㸧 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 㸯年生㸳名，㸰年生㸱名ࡢ複式学級࡛日々生活をし࡚いࡿ。小規模特認校ࡢ関係࡛児童ࡢ転出入を考

慮し，算数科࠾࡟い࡚ࡣ日常的࡟複式学年別指ᑟ࡟取ࡾ組࡛ࢇいࡿ。 

㸯年生ࡣ㸰年生ࡢ学習ࡢ姿をいࡶࡘ間近࡛見࡚いࡿたࡵ，複式学年別学習ࡢ流࡟ࡄࡍࡶ࡟ࢀ慣ࡿࢀこ

いく࡚ࡵ自分たち࡛学習を進，ࡵいくた࡚ࡵ進ࡀーࢲ学習ࣜー࡟࡜ࡶをࢻた。また，学習ガイࡁ࡛ࡀ࡜

意識ࡀ強く，࡝うࡤࢀࡍ問題を解決࡛࠿ࡿࡁを意欲的࡟考え࡚いࡿ。さ࡟ࡽ，自分ࡢ考えを友ࡔち࡟伝

えࡿたࡢࡵ表現ࡢ仕方や書ࡁ方を工夫ࡿࡍこ࡜を通し࡚，学び合いࡢ中࡛話ࡍ力や聞く力ࡢ高まࡀࡾ見

学習を再確ࡢ㸯年生ࡽ࠿ࡾ返ࡾ振，ࡾ課題を考えたࡢ自分たちࡽ࠿姿ࡢ㸯年生ࡶまた，㸰年生。ࡿࢀࡽ

認した࡜ࡾ，互い࡟良い刺激࡚ࡗ࡞࡜いࡿ。 

 

 

㸯年：被加数㸳以ୗࡢたし算ࡢ方法を考えࡿ場面࡛，10 ，を通し࡚࡜こࡿࡍ計算࡚ࡗくࡘをࡾま࡜まࡢ

加数࣭被加数࡝ࡢちࡽを分解し࡚ࡶ計算࡛ࡿࡁこ࡟࡜気࡙く。 

㸰年：ࡅ࠿算ࡢ意味を理解し，㸳，㸰，㸱，㸲ࡢ段ࡅ࠿ࡢ算を構成し，九九を唱えたࡾ，そࢀを適用し 

たࡿࡁ࡛ࡾ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜㸯年＞ 

単元ࡢ流れ 

 

主࡞学習活動 

・異学年合同ࡢ学び 

・自律した個ࡢ学び 

 

授業時数 

㸯 くࡾ上ࡢࡾࡀあࡿたし

算ࡢ仕方を考えࡿ 

 

࣭10 ࡀ上ࡾく࡛࡜こࡿくࡘをࡾま࡜まࡢ

࡟࡜こࡿࡁ࡛࡟簡単ࡀたし算ࡿあࡢࡾ

気付く。 

・異学年合同ࡢ学び 

・自律した個ࡢ学び 

 

６ 

㸰 たし算ࡢ計算練習 ࣭たし算カーࢻやタࣞࣈットを使࡚ࡗ計

算ࡢ練習をࡿࡍ。 

・自律した個ࡢ学び 

 

㸲 

＜２年＞ 

単元ࡢ流れ 

 

主࡞学習活動 

・異学年合同ࡢ学び 

・自律した個ࡢ学び 

 

授業時数 

㸯 ࡅ࠿算ࡢ式ࡘ࡟い࡚理

解ࡿࡍ 

 

意ࡢ算ࡅ࠿，を考え࠿分ࠖࡘいくࡢ何ࠕ࣭

味や式ࡢ書ࡁ方を知ࡿ。 

 。ࡿい࡚知ࡘ࡟算ࡅ࠿࡜意味ࡢ倍ࠖࠕ࣭

・異学年合同ࡢ学び 

・自律した個ࡢ学び 

 

㸲 

㸰 ࡅ࠿算ࡢ九九 ࣭㸳，㸰，㸱，㸲ࡢ段ࡢ九九を構成ࡿࡍ。 

࣭九九を使࡚ࡗ問題を解く。 

 。ࡿくࡘ問題をࡢ算ࡅ࠿࣭

・異学年合同ࡢ学び 

・自律した個ࡢ学び 

12 

 

小学校 

        

異学年合同ࡢ学び 自律した個ࡢ学び 遠隔合同ࡢ学び 

1年算数科 たしࡊん㸦２㸧 

2年算数科 かけࡊん㸦㸯㸧 

実践スタイル 複式学年別学習 

学習者ࡢユニࢺࢵとそࡢ意図 

単元ࡡࡢらい 

教材等 

 らいࡡ

࣭フラッシュカーࢻ ࣭学習ガイࢻ ࣭学び合いカーࣄ࣭ ࢻントカーࢻ  

࣭計算カーࢻ 

࣭短冊カーࢻ ࣭タイマー ࣭タࣞࣈット㸦eライࣈラࣜアࣂࢻンス㸧 

 

△△△△△

△

△

教師ࡀ別ࡢ学年࡟直接指ᑟをし࡚いࠊࡶ࡟ࡁ࡜ࡿ子ࡀࡶ࡝自分たち࡛学習を進ࡿࡵ

こࡿࡁ࡛ࡀ࡜。またࣄࠊントカーࡘ࡚ࡗࡼ࡟ࢻまࡢࡁࡎあࡿ児童࡟対し࡚即ᗙ࡟手立

࡚を୚えࡿこࡿࡁ࡛ࡀ࡜。 

飯田市立 

上村小学校 

主に活用した教材・コンࢸンࢶ・ICT機器等とそࡡࡢらい 

㸯年 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑫ 



 

   
 

 

 

 

 

1年Ａ児ࡣ本単元࡛ࡢ10ࠕま࡜まࡾをࡘく࡚ࡗ 10㸩〇ࡢ形ࡼࡤࢀࡍ࡟いࠖ࡜意見ࡀ出た࡝，࡟ࡁ࡜

ういうこ࠿࡜全くわ࡟ࡎࡽ࠿いた。学び合いࡢ中࡛友ࡔちࡀ数図ࣟࣈックを使ࡗた説明を聞く࡞ࠕ，࡜

？ࡢࡿ࡞～࡛ࢇ 自分࡛さࡊし，い࠿た。しࢀࡽ見ࡀ様子ࡿࡵ理解を深࡜ࠖࡿ似࡚い࡜ࢇ〇〇さࢀこࠕࠖ

くࡰࢇࡽ計算࡟取ࡾ掛࡜ࡿ࠿，手ࡀ止ま࡚ࡗしまࡗた。࡜こ࡝ࢁこࢁ教師ࣄࡢントを参考࡟学習し，

時間ࡀࡿ࠿࠿ࡣ自分ࡢ力࡛計算࡛ࡼࡿࡁう࡚ࡗ࡞࡟迎えた全国へࡁ地教育研究大会。被加数を分解し

࡚ ࡣＡ児࡟裏腹ࡣ࡜予想ࡢ教師，ࡀたࡗࡔ本時ࡿࡍを学習࡜こࡿࡁ計算࡛ࡶ࡚ࡗくࡘをࡾま࡜まࡢ10

数え足し࡛答えを求ࡵた。大勢ࡢ参観者࡟観࡚ࢀࡽいࡿこࡶ࡜あࡗた࠿ࡢ，今ࡢ自分ࡢ力࡛確実࡟答

えを出せࡿ方法を選ࡔࡢࡔࢇ。し࠿し学び合いࡢ中࡛ࡣ小さい数を分解し࡚計算した㹀児ࡢやࡾ方を

ち㸦㸲㸧ࡗこࠕ場面࡛ࡿ考え࠿いࡍやࡾやࡀࡢࡿࡍを分解ࡽち࡝ࡢ㸲࡜話し，８࡜いࠖࡍやࡾ࠿わࠕ

  。発言した࡜いいࠖࡀ

Ａ児ࡣ当初，学び合いࡢ場面࡛何を話し࡚いい࠿わ࡟ࡎࡽ࠿いた。し࠿し，㸰年生ࡀ隣࡛学習し࡚

いࡿ様子を参考࡟したࡾ，学び合いカーࢻを活用し࡚学習したࡾし࡚ࡁたこ࡛࡜，Ａ児࡚ࡗ࡜࡟学び

合いࡢ場ࡣ安心し࡚説明したࡾ質問したࡿࡁ࡛ࡾ場ࡁ࡚ࡗ࡞࡟た。本単元後半࡛ࡣ，学び合い࡛友ࡔ

ちࡢ説明を聞いたࡾ，自分࡛説明したࡿࡍࡾ中࡛自信をࡅࡘたＡ児ࡣ，自分ࡢ力࡛さくࡰࢇࡽ計算ࡀ

 。たࡗ࡞࡟うࡼࡿࡁ࡛

 

㸰年 C 児ࡣ入学当初ࡣ学年㸯名ࡗࡔた。単式࡛学習ࡿࡍ際ࡶ࡟複式ࡢ進ࡵ方を練習し，学び合いࡣ

教師ࡢ出࢟ࡍャラクターࡢ࡜学び合いࡗࡔた。こࡢ学年ࡀ今年度ࡣ㸱名ࡾ࡞࡟，友ࡢ࡜学び合いを毎

日楽し࡟ࡳし࡚いࡿ。 

C児ࡣ㸯年時ࡽ࠿隣࡛㸰年生㸦現㸱年生㸧ࡀ九九を唱えࡢࡿを聞ࡁ，自ࡶࡽ教室࡟掲示し࡚あࡿ九九

表を見ࡽࡀ࡞唱え࡚いた࡟ࡄࡍ，࡛ࡢ九九を覚えࡿこࡁ࡛ࡀ࡜た。し࠿し，ࡅ࠿算ࡢ意味を十分࡟理

解し࡚いたわ࡞ࡣ࡛ࡅいࡅ࠿，࡛ࡢ算ࡢ意味を学習した際ࠕࡣ࡟そういうこ࡜ࠖ࠿࡜嬉しそう࡞様子

 。たࢀࡽ見ࡀ

全国へࡁ地教育研究大会࡛ࡣ，基準量ࡀ後࡟示さࢀた問題文ࡽ࠿式を考えࡿこࡅ࠿，࡛࡜算ࡢ意味

理解を深ࡵた。ࡢࡵࡌࡣ予想࡛ࡣ，㸱人ࡶ࡜問題文࡟出࡚くࡿ数ࡢ順番通ࠕ࡟ࡾ㸲×㸳 。立式したࠖ࡜

一人学び࡛ࠖࠕ 㸳×㸲ࠕࡀいた࡚ࡗ方࡛戸惑ࡁ描ࡢ図ࡿ࡞࡜࡜ࡶࡢ考えࡣ  ，ࡣた。学び合い࡛ࡵ改ࠖ࡜

他ࡢ㸰人ࠕࡣ㸲×㸳ࠖ࡜考え，意見ࡀ分ࢀ࠿た。C児ࡼࡢ࡝ࡣう࡟説明ࡼࡤࢀࡍい࠿ࡢわࡎࡽ࠿，話し

合いࡀ止ま࡚ࡗしまࡗた࡛ࡢ教師ࠕࡽ࠿何個ࡢいくࡘ分ࠖ࠿考えࡼࡿう࡟助言࡜ࡿࡍ，㸱人࡛ 

㸳×㸲ࠕ ，࡜ࡿࡍ。う一問㸱人࡛問題を解いたࡶ，ࡵたࡿࡵた。理解を深ࡁ࡛ࡀ࡜いう式をᑟくこࠖ࡜

ࠖ。ࡿ࡞࡟㸱×㸲ࡽ࠿ࡔ㸲本分ࡢ㸱cmࠕ 一人学び࡛ࠖࠕ。たࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡍし࡚説明࡟࠿ࡽ理由を明࡜

いた࡟ࡎ持࡚ࡀ自信࡟考えࡣ C児ࡗࡔたࡀ，学び合いࡢ中࡛自分ࡢ考えを確ࡿࡍ࡟࠿こࡁ࡛ࡀ࡜た。 

 

複式学年別学習の様子 ƦれƧれの学年のよさを共有し、

学びに生Ɣす 
一人一人ƕ意欲的に問題を解決し

ようと取り組む 

児童生徒ࡢ学び㸦全国へき地教育研究大会ࡢ姿から㸧 



 

   

 

評価ࡢ観点 学習ࣜーࢲーを中心࡟学習を進ࡵ，学び合いࡢ中࡛友ࡢ࡜関わࡽ࠿ࡾ自身ࡢ見方࣭考

え方を深ࡿࡵこࡿࡁ࡛ࡀ࡜。 

具体的変容 
㸯年生：複式学年別学習࡛ࡣ学習ࡢ流ࡀࢀパターン化さ࡚ࢀいࡿたࡵ，次࡟何をࡿࡍ

机上ࡽ࠿自分ࡣ道具࡞一人学び࡛ࠖ必要ࠕ，ࡾ࠾࡚ࡵ進࡚ࡗࡶ見通しを࠿ࡢ

学習を，ࡀࡔ苦手ࡀ࡜字を書くこࡣ㹂児ࡿい࡚ࡁ࡛ࡀ࡜使うこ࡚ࡁ࡚ࡗ持࡟

進ࡿࡵたࡵ，そし࡚学び合い࡛自分ࡢ考えを伝えࡿた࡟ࡵ，一生懸命ノート

ࡶ自分࡛，ࡁ考えを聴ࡢちࡔ中࡛友ࡢ学び合いࡣた。㹃児ࢀࡽ見ࡀ書く姿࡟

説明࡛ࡼࡿࡁうࡿ࡞࡟た࡟ࡵ集中し࡚耳を傾ࡿࡅ姿ࡀ見ࢀࡽた。 

㸰年生：㹄生ࡣ転入時ࡽ࠿算数࡟苦手意識を持ࠕ，ࡾ࠾࡚ࡗ一人学びࠖࡣ࡟୙安を感

し，㸱࠿し。ࡿあࡀ࡜発言をし࡚しまうこ࡞ࣈ࢕いネガテࡘ，ࡵたࡿい࡚ࡌ

人࡛問題を考えࡿ場面࡛ࡣ自由࡟発言࣭質問ࡿࡁ࡛ࡀたࡵ，自分ࡢ考えを

堂々࡜伝えࡼࡿࢀࡽうࡗ࡞࡟た。㹅生ࡣ自分࡞ࡁ࡛ࡀいこ࡟࡜大࡞ࡁ୙安を

感ࡌ，泣ࡁ出し࡚しまうこࡶ࡜あࡀࡿ，友ࡢ࡜学び合いࡢ中࡛，ࠕ間違え࡚

いࡼࡶ ࡽ替えࡾえ，気持ちをษࡽ࡜࡟ࡁ前向࡜いࠖࡼࡤࢀ考え࡛࡞ࢇࡳࠕࠖ

 。たࡗ࡞࡟うࡼࡿࢀ

 

 

 

㸰年生ࡣ昨年度ࡽ࠿複式学年別指ᑟを始ࡵ，今࡛ࡣ学習ガイ࡟ࢻ沿࡚ࡗ進࡚ࡵいくこࡀ࡜当たࡾ前ࡢ

自分たち࡛進，ࡀたࡗあࡶいう思い࡜ࡣ࡛ࡢ難しいࡣ࡟㸯࣭㸰年生ࡣた。当初ࡗ࡞࡟うࡼࡿࡁ࡛࡟うࡼ

また異学年合同。ࡿい࡛ࢇ組ࡾ取࡟意欲的࡟う࡛，非常ࡼ楽しいࡣ࡚ࡗ࡜࡟たちࡶ࡝子ࡀいく学習࡚ࡵ

，࡛࡜こࡿくࡘを聴く場面を適宜ࡾ返ࡾ振ࡢ互い，ࡣ࡟最後ࡢ授業ࡤ例え。ࡿあࡶ利点ࡢし࡚࡜学びࡢ

㸯年生ࡣ㸰年生ࡢ話し方を聞࡞ࢇ࡝，ࡁ話し方をࡼࡤࢀࡍい࠿ࡢを学࡛ࢇいࡿ。また，直接関わ࡚ࡗい

良ࡢ㸯年生ࡶ㸰年生。ࡿい࡛ࢇ姿勢を学ࡿࡍ学習，ࡽ࠿様子ࡢ㸰年生ࡿࡍ隣࡛学習，ࡀい࡞ࡣ࡛ࡅわࡿ

い姿ࡽ࠿学習態度を見直࡝࡞ࡍ，向上心を持࡚ࡗ取ࡾ組࡛ࢇいࡿ。 

複式学年別指ᑟࡢ難点࡛ࡶあࡾ，私ࡢ課題࡛ࡶあࡀࡿ，二ࡢࡘ学年ࡢ学習状況を把握し࡙ࡽいこࡀ࡜

あࡿ。自身ࡢ授業を見ࠕ，࡜ࡿここ࡛支援࡟入ࡗ࠿ࡼࡤࢀࢀた ࠿学び合わせた࡟たちࡶ࡝子ࡣここ࡛ࠕࠖ

ࡿࡍ状況を把握ࡢくし，両学年࡞出を少ࡢ一人学びࠖや学び合い࡛教師ࠕ。ࡿあ࡝山ほࡀ反省点࡜たࠖࡗ

た࡝，࡟ࡵこ࡛何をࡼࡢ࡝う࡟学ࡤせ࠿ࡢࡿを明確࡟し，子ࡢࡶ࡝学習を支援࡛ࡼࡿࡁう研究を重ࡡた

い。 

活用効果㸦アセスメンࢺ㸧 

実践ࡢ手応え㸦エビࢹンス㸧 


